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巻頭言

巻頭言を書けというお誘いはたい

へん名誉なことなのですが、いざ書く

となると少々心もとない状況です。私

には「分子」はいつも気になる言葉で、

肯定的にも否定的にもいつも意識して

きました。私の研究の喜びも苦しみも

共にあったような気がします。話は変

わりますが、創設時の基礎生物学研究

所に17年間在職した間、分子研はすぐ

隣でしたし、色々助けてもいただきま

した。また後の名大でも分子研ゆかり

の多くの方々に大変お世話になりまし

た。

最初に分子という言葉を聞いたの

は中学の頃かと思います。すべての物

質は原子から出来ているが、単体のも

のは少なく複数の原子が様々に結合し

た分子から出来ていて、それを解明す

ることが科学であると教えられました。

しかし、分子の概念はいささか幅が広

すぎるというのが私の印象です。もっ

とも小さいのは水素分子でしょうが、

高分子には上限はありません。これら

を統一的に理解するのはさぞ大変かと

思います。もう一つの重要な点はアボ

ガドロ定数です。絶望的に大きなこの

定数は個々の分子の振る舞いとマクロ

な物質の性質の断絶をもたらします。

頼りになるのは統計力学なようで、マ

クロの熱現象が分子の動きの統計とし

て理解できるのは驚きでした。しかし

断絶は変わる事なく、物理と化学の間

の溝のようです。私の概日時計の研究

でもその物理的側面と化学的側面は何

度も現れる問題で、いつも意識してい

る必要がありました。

さて、1980年頃から生物学も分子

という冠を頂くようになり、分子生物

学が標準語となりました。いうまでも

なく生命活動と分子の間には大きな溝

があり、分子生物学のスローガンは必

ずしも額面通りではなかったようです。

実際のところ、メンデルの古典的な遺

伝子を塩基配列として特定した分子を

対象にしていたように思います。DNA

の正確な複製は生命進化の基礎です

が、その発現調節だけで生命の機作が

理解できると期待するのは些か早計で

した。生命活動はDNAの情報に基づい

たタンパク質を中心として展開されま

す。タンパク質の機能は圧倒的な多様

性をもっており、その機作を理解する

ためにはその活性を連続的なアナログ

値として正確に測定すること、タンパ

ク質構造の微細な動きを見ること、さ

らには分子機械として動作様式を把握

することなどが必要でしょう。おそら

く、分子生物学や生化学の教科書にあ

るタンパク質の機能だけでは不十分で、

ずっと豊穣な機能がまだ隠されている

と思います。分子研で未知のタンパク

質の機能がどんどん解き明かされるこ

とを期待します。

最後に生理学を目指した一研究者

として思うことは、こうしたタンパク

質の未知の可能性を探っていくために

は生きた生命現象を、忍耐強い観察と

想像力で把握することが重要です。そ

のために不可欠なのは生物学者や生理

学者との共同作業ではないでしょうか。

岡崎の3つの研究所と生命創成探究セ

ンターはそれを実現する最も有利な条

件を備えていると思います。

近藤 孝男 名古屋大学　名誉教授

分子と生物

こんどう　たかお
ウキクサの概日時計の研究で名大大学院理学研究
科を修了後、基礎生物学研究所助手をへて、名古
屋大学に戻る。定年退官して６年経つがまだ研究
から足が洗えず、もう少し研究を続けることにな
りそうである。全く役に立たないことが気にいっ
て、概日時計の研究をはじめたが、こんなに長く
楽しめるとは思わなかった。幸運なことである。
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2007年1月より、足掛け7年間、分

子研（岡崎統合バイオサイエンスセン

ター）にお世話になりました。その当時、

分子研にいらっしゃった平田文男さん

（現、豊田理研・フェロー）等と一緒に、

特定領域研究「水と生体分子が織り成

す生命現象の化学」を実施することと

なり、領域アドバイザーを、分子研の

北川禎三先生や、その当時、北陸先端大・

副学長をされていた吉原經太郎先生に

お願いしたことが、分子研との関わり

を深く持つこととなったきっかけでし

た。私は、それまで、北海道大学（理・

高分子）に教務職員や助手として17年

間、東京大学（理・物理）に助教授お

よび教授として15年間勤務しましたが、

国立の研究所に勤務するのは初めての

経験でした。専門が生物物理学という

学際的な領域であったため、三つの研

究所の連携を目的として設立された岡

崎統合バイオに魅力を感じ、こちらに

移ってきたわけです。足掛け7年の分

子研と岡崎統合バイオでの経験は、私

の研究の幅と人脈を広げる上で大変役

立ったと思います。この岡崎統合バイ

オも、本年、発展的に改組して機構直

属の生命創成探求センターとなり、異

分野融合の学際的研究が今後より一層

発展してゆくのだと期待しております。

分子研に移ってきた当初、先ず、驚

いたことは、研究室の広さでした。山

手の建物の研究室予定部屋（400 m2）

は、仕切は何もなく、まるでボーリン

グでも出来るくらいの広さでした。大

学では、私のいたところは恵まれてい

た方とは言え、大違いでした。研究環

境も大学に比べると抜群に良かったと

思います。水道は水だけでなくお湯も

出る、実験室ではコックをひねると蒸

留水が出る、窒素ガスや真空のライン

が設けられているなども、国立大学

の研究室にはない設備でした。私は、

1980年より2年間スタンフォード大

学に博士研究員として勤務しましたが、

これらの設備は米国の大きな大学研究

室では常備されており、分子研に来た

ときは、本当に、米国の大学研究室み

たいだと思った次第です。日本の国立

大学は教育機関であることを第一義と

しており、研究のための基盤的な整備

がまだまだ不十分です。また、大学では、

年々、運営費交付金が削減されてきた

ため、研究室主宰者が十分の競争的研

究資金を獲得しない限り、研究を継続

することは困難です。人員削減のため、

技術職員の数が減り、実験装置の開発

などが困難になりつつあります。この

点、分子研では、研究所からも特別研

究費が獲得可能である、装置開発室が

あり、そこにはプロの技術職員の方が

何人もいらっしゃる等、大変恵まれた

環境にあります。このような環境下で

世界をリードする研究成果を上げてい

桑島 邦博 分子科学研究所・名誉教授、総合研究大学院大学・名誉教授、東京大学・名誉教授
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くことは分子研の使命だと思います。

分子研に移って一年ほど経った、2008

年度より二年間、総研大・物理科学研

究科の研究科長を務めさせて頂きまし

た。研究科長にはなりましたが、右も

左も分からないうちに、「中期目標の達

成状況報告書（現況調査票）」や様々な

申請書の作成、あるいは、会議への出

席や議長役などに忙殺されたことを憶

えています。それでも、研究科各専攻

の協力により、「大学院教育改革支援プ

ログラム」の申請を成功裡に導くこと

が出来たことは、嬉しい記憶として残っ

ております。日本初の博士課程の大学

院大学である総研大が、次世代を牽引

する博士人材育成を目指して、このよ

うな教育研究資金の獲得にチャレンジ

して行くことは、今後とも重要である

と思います。

大学院教育に関して言えば、分子研

に移ってきた当初、逆の意味において、

大変驚きました。私が最初に担当した

科目は「分子集合体論」でしたが、低

次元電子系が専門の米満賢治さん（現、

中央大学・教授）と一緒に科目を担当

しました。ある日、学生から、「どう

して、米満先生と先生が一緒に講義を

担当しているのですか？」と質問され、

答えに窮したことがあります。その当

時の分子科学二専攻の講義カリキュラ

ムは、私には、理解しがたいものでした。

私の専門は、生物物理学や蛋白質科学

ですが、それに相応しい講義科目名は、

そもそも、存在しませんでした。分子

研開闢当時は、これで良かったのだと

思いますが、それ以来、カリキュラム

の改訂がなかったように思います。幸

い、私が在任中の2012年度に、秋山

修志さんが中心となって、大学院カリ

キュラム検討ワーキンググループが設

けられ、カリキュラムの大幅な改訂が

なされました。その結果、生体分子科

学関連の科目も幾つか設けられ、堂々

と、講義シラバスを作成することが出

来るようになりました。講義カリキュ

ラムは、今後とも、5年に一度位の頻度

で検討されてゆくべきものだと思いま

す。分子研に来る以前の大学に勤務中

は、それが当たり前でした。

講義カリキュラムやシラバスについ

ては、常日頃思っていたことがありま

す。それは、講義カリキュラム等のた

めに、もっと、インターネットを活用

したシステムを構築すべきということ

です。総研大・葉山本部にいたときも、

そのような提案をしたことがありま

す。定年退職後、私は、東京理科大学・

基礎工学部で生物工学科の非常勤講師

も務めさせて頂いていますが、そこで

は、Campus Life Assist System-TUS 

（CLASS） とよばれるサイトがインター

ネットWebページ上に作られています

（URL: https://www.tus.ac.jp/fac_grad/

syllabus/）。全ての教員と学生には IDと

パスワードが与えられ、それを使って

CLASSに入ると、講義シラバスの作成

と登録をしたり、シラバス照会（学部

と大学院の全てのシラバスを見ること

が出来る）、履修者名簿、出欠管理、授

業アンケート集計結果等を見ることが

出来ます。また、CLASSは Learning 

Environment for TUS（LETUS）とい

うサイトとリンクしており、そこに行

くと、各教員が担当している講義科目

のホームページが現れます。LETUSを

使って、履修している学生に必要なア

ナウンスをしたり、講義資料を配った

りすることが出来ます。全国のいろい

ろな基盤研究機関に各専攻が散在して

いる総研大こそ、このようにインター

ネットを活用して、教育の一体化を図っ

てゆくことが必要だと思います。

私は、2013年3月に分子研を定年退

職しましたが、実は、その後も分子研

にお世話になっております。現在、東

京大学・名誉教授の資格で、少額です

が科研費を獲得し、東大・理・物理教

室からオフィスを借りて研究を続けて

います。そういう訳で、所外の研究者

として、加藤晃一教授のグループと協

力研究を実施しております。私の専門

である蛋白質科学の分野では、高分解

能NMR解析や超高感度熱量計による解

析が大変有効であり、これらの手法を

駆使して、加藤グループとの共同実験

をさせて頂いています。所外の利用者

の立場になってみると、宿泊施設（ロッ

ジ）の利用や旅費の支給なども含めて、

大学共同利用機関としての分子研のあ

りがたさを、改めて、実感している次

第です。大学の研究室も実験装置が

揃ってきているとはいうものの、分子

研には、研究室単位では揃えることの

出来ない、素晴らしい装置が沢山設置

されており、そこでは、分子科学の先

導的な研究が行われています。このこ

とを、改めて実感したのが定年退職後

というのは、いささか皮肉ではありま

す。分子研の存在は良く知られていま

すが、大学共同利用機関として、国内

外の大学等の研究者が共同利用や共同

研究を進めることのできる場であるこ

とは、意外とよく知られていないと思

います。このように、国内外に開かれ

た分子研の素晴らしさを広く喧伝して

頂き、今後とも、世界をリードする素

晴らしい成果を上げ続けてゆかれるこ

とを期待しております。
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固体の中を高速でイオンが動き回る

物質をイオン導電体と言い、これらの

物質を扱う研究分野が固体イオニクス

である。1950年代に銀や銅のハロゲン

化物において銀イオン（Ag+）や銅イオ

ン（Cu+）が融点より低い温度で高速拡

散することが見出されたことに端を発

し、イオン導電現象の原理解明、高い

イオン導電性を示す新物質の探索、イ

オン導電体を電極や電解質に応用する

研究が展開されている。

イオン導電体の主な応用対象とし

ては、リチウム二次電池などの蓄電池、

燃料電池に代表される発電デバイスが

挙げられ、Li+、Na+、H+、O2–などの

イオンを導電する材料の研究が行われ

ている。現在、持続可能なエネルギー

社会の構築に向けてリチウム二次電池

や燃料電池を越える次世代エネルギー

デバイスの開発を目指した研究が盛ん

におこなわれているが、実現には、既

存の研究開発の進展と共に新物質開発

に基づいた新規デバイスを開発する試

みが必要である。新たなイオンを電荷

担体とする電極や固体電解質材料が出

現すると、全く新しい作動原理のエネ

ルギーデバイスの創製が期待でき、当

グループでは、水素のアニオンである

ヒドリド（H–）に着目している。ここ

では、H–の電荷担体としての特徴とH-

導電体の研究背景について解説し、最

近見いだしたH-導電体La2-x-ySrx+yLiH1-

x+yO3-y[1]と電気化学デバイスへの応用

可能性について紹介する。

ヒドリドの電荷担体としての
特徴
イオン導電体におけるイオンの動

きやすさを決める代表的な指標とし

て、電荷（価数）、イオンの大きさ（イ

オン半径）、歪みやすさ（分極率）が挙

げられる。一般的に、一価であること

が高速イオン導電に必須であり、多価

イオンは動き難くい。代表的な例とし

て、O2–は固体内を高速で拡散するの

に1000 ºC近い高温を必要とし、Mg2+

などの多価イオンは高速イオン導電性

を示す物質が未だ見いだされていない。

これに対して、いくつかの一価のイオ

ンは、室温域で固体内を高速拡散する

ことができる。適度なイオン半径を持

ち、分極率の大きいCu+とAg+は、室

温で0.1 S·cm-1を越える極めて高いイ

オン導電率を示す。分極率の小さいLi+、

Na+、F–などのイオンは、Cu+やAg+

と比較すると動き難いが、イオン導電

に適した結晶構造と組成が見いだされ、

超イオン導電性を示す物質がいくつも

報告されている。一方で、電子を持たず、

点電荷として振る舞うH+は、単独で高

速拡散することができないが、結晶水

を含む無機固体酸やオキソ酸塩の格子

内をH3O+として高速イオン導電するこ

とで知られている。本稿で紹介するH–

は、O2–やF–と同程度の適度なイオン

半径をもつ1価のアニオンである。ま

た、分極率についても、水素の電気陰

性度が炭素（C）とホウ素（B）と同程

度であることから、H–はF–やO2–と比

較して電子の束縛力が弱く、軽元素で

ありながら大きな分極率を有している。

これらはいずれも高速イオン導電に適

した特徴であり、H–を可動イオンとす

る超イオン導電体の開発が期待される。

蓄電・発電デバイスへの応用を考慮す

ると、電荷担体を担うイオンの酸化還

元電位はデバイスの作動電位を左右す

る重要な要素になる。H–は、次世代二

次電池への応用が検討されているMgと

同程度の酸化還元電位（Eº = -2.25 V 

vs. SHE）を有することから、H–を電

こばやし・げんき
2010年東京工業大学大学院総合理工学研究科物質電子化学専攻博士課程修了、博士
（理学）。同年東京工業大学大学院総合理工学研究科博士研究員、2011年神奈川大学
工学部物質生命化学科助教、2013年9月分子科学研究所特任准教授を経て、2018年
4月より現職、および総合研究大学院大学准教授。2012～ 2016年科学技術振興機構 
さきがけ「新物質科学と元素戦略」研究者兼任。専門は無機固体化学、電気化学、固体
イオニクス。

物質分子科学研究領域　准教授

ヒドリドイオン導電体の物質開拓に基づく
新規電気化学デバイスへの創製

小林 玄器

はじめに
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荷担体に利用し、H–の酸化還元電位を

活かした蓄電・発電反応を構築するこ

とができれば、高エネルギー密度が得

られる可能性がある（図1）。

 

ヒドリドイオン導電体の研究
背景
ヒドリドイオン導電体の研究の歴史

は比較的古く、1977年にCaH2のH–

導電性が初めて指摘されたことに始ま

る。その後、いくつかの物質でH–導電

の可能性が示唆されたが、2015年に

BaH2の輸率が求められるまで実験的な

検証はなされていなかった。輸率とは、

電気伝導に対してある特定のイオンが

担った割合を指し、BaH2の場合、H–

のみが電気伝導の担体となる輸率1の

H–導電体である [2]。BaH2は630 ºCで

0.2 S·cm–1と優れた H–導電性を示す

ものの、強い還元剤でもあるため、酸

化と還元のどちらに対しても電気化学

的な安定性が求められる固体電解質に

用いることは望めない。また、物質設

計の観点においても、水素化物は取り

得る結晶構造が少なく、イオン導電特

性の向上に必要不可欠な組成と構造の

制御が難しいという本質的な課題があ

り、このことがH–導電体の物質探索が

進展してこなかった要因であったと推

察される。我々は、化学的に安定な酸

化物系の骨格構造中でH–をイオン導電

させるため、H–とO2–が格子内に共存

する酸水素化物を対象にH–導電性の固

体電解質材料を探索している。

ヒドリドイオン導電体
La2-x-ySrx+yLiH1-x+yO3-yの開発
結晶格子内に酸素と水素が共存する

場合、ほとんどの物質中で水素はH+

として存在し、水酸化物となる。一方、

近年の物質科学の進歩により、O2–と

H–が共存する酸水素化物が開発される

ようになり、酸水素化物が新たな機能

性材料の探索対象として認識されるよ

うになった [3-5]。しかし、電子供与性

の強いH–は、酸水素化物中で電子ドナー

として機能することが多く、絶縁体か

ら電子伝導体への転移などの興味深い

機能を示す一方、H–のみ負の電荷を保っ

たままイオン導電することは困難と考

えられていた。

H–由来の電子伝導性の発現を抑制

し固体内で輸率1のH–導電を実現する

ためには、十分な濃度のH–が互いに

相互作用できる原子間距離で結晶格子

中に存在すること、安定な骨格構造を

もつこと、H–より電子供与性の強いカ

チオンの副格子をもつことが

好ましい。我々は、構成元素

にH–より電子供与性の強い

La、Sr、Liを採用し、アニオ

ンの不定比性があり、複合ア

ニオン化合物に適した層状ペロブスカ

イト型A2BX4（A = La、 Sr、 B = Li、 X 

= O2–、 H–）構造を母構造に選択して

物質合成を試み、新規酸水素化物La2-x-

ySrx+yLiH1-x+yO3-y（LSLHO）の合成に

成功した。開発したLSLHOは、価数の

異なるLa3+とSr2+の比を変えることで

電荷補償によってH/O比を制御するこ

とが可能で、既存の酸水素化物とは一

線を画する広い組成範囲（0 ≤ x ≤ 1、 0 

≤ y ≤ 2）を有している（図2）。H/Oの

比率はLa2LiHO3（x = y = 0）の1/3か

らLaSrLiH2O2（x = 0、 y = 1）の1/1を

経てSr2LiH3O （x = 0. y = 2）の3/1に

変化し、各組成のH/Oの配列は、Li(H, 

O)6八面体の頂点位置をO2–が、面内

をH–が優先して占有する傾向がある。

H–量の少ないLa2LiHO3ではH–とO2–

が八面体の面内に一次元規則配列する

のに対し、LaSrLiH2O2ではH–が面内、

O2–が頂点位置を占有し、Sr2LiH3Oで

はH–が面内と頂点位置の1/2を占有する

（図3）。即ち、La2LiHO3、LaSrLiH2O2、

Sr2LiH3Oは、(La2O2)2+層と (LiHO)2–

層、(LaSrO2)+層と (LiH2)–層、(Sr2HO)+

層と (LiH2)–層がそれぞれ c軸方向に

図1 代表的なイオンの酸化還元電位 図2  La2-x-ySrx+yLiH1-x+yO3-yの組成範囲
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積層した結晶構造とみることができる。

また、La2LiHO3とLaSrLiH2O2の組成

を基にLa/Sr比を変えることで格子内

にH–欠損を導入することも可能であり、

H–欠損がLi八面体の面内に導入される

ことが明らかになっている。

図4に交流インピーダンス法から求

めたLSLHOイオン導電率のアレニウ

スプロットを示す。空孔が導入され

ていない組成La2LiHO3（x = y = 0）、

LaSrLiH2O2（x = 0、 y = 1）、Sr2LiH3O（x 

= 0、 y = 2）では、H–濃度の増加に伴っ

てイオン導電率が向上する傾向があり、

Sr2LiH3Oの300 ºCでの導電率は 3.2 

× 10-5 S cm-1となる。さらに、格子

内のH–位置への空孔の導入によって導

電率が向上する傾向が認められ、組成

La0.6Sr1.4LiH1.6O2（x = 0.4、 y = 1）は、

300 ºCで10-4 S · cm-1を越える優れた

導電率を示す。また、Hebb-Wagner直

流分極法によって見積もられたこの組

成における電子とホールの混合伝導率

は317 ºCと207 ºCでそれぞれ10-7と

10-8 S cm-1オーダーであり、 LSLHOが

輸率1の純粋なイオン導電体であるこ

とが実験的に証明された。

 

ヒドリドイオン導電体の電池
応用

(–) Ti/ LSLHO /TiH2 (+) で構成され

る全固体電池の放電反応を例に、ヒド

リドイオン導電体の応用可能性を紹介

したい。作製した電池はTiH2の標準生

成ギブスエネルギーからNernst式で見

積もった300 ºCにおける理論電圧と同

程度の起電力（0.28 V）をもち、定電

流放電によって放電容量を示した（図

5a）。放電後の正・負極と電解質を放射

光X線回折測定で調べた結果、正極で

は-Ti相、負極では -TiH2-x相に帰属

可能なピークが新たに観測された（図

5b）。Ti-H二元系相図から、300 ℃で

は相と相が二相共存することが知ら

れており、放電時にTi-H相図に従った

相変化が生じていたと考えられる。ま

た、放電曲線が 0 V付近に電位平坦部

を示すことも、放電時に相と 相の

二相が共存していることに合致してい

る。一方、電解質ではX線回折から分

解に起因する変化は認められず、観測

された放電容量が副反応由来では無

いことが確認できた。以上の結果か

ら、TiH2から放出された水素がH–とし

てLSLHOを導電してTiに吸蔵されたと

考えられる。この結果は、LSLHOがH–

導電性の固体電解質として機能するこ

とを実証しただけでなく、H–のイオン

導電を利用した新しい電気化学デバイ

スが創成できる可能性を示している。

 

まとめと今後の展望
H–導電性の固体電解質LSLHOの発

見により、H–のイオン導電を利用し

た新しい電気化学デバイスの可能性が

開けた。しかしながら、現状では電池

反応への応用に向けて検証すべき項

目、技術的課題は数多く存在する。現在、

当グループでは、H–超イオン導電体と

電極材料への応用が期待されるH–・電

子混合伝導体の物質探索、導電機構の

解析、電極材料との組み合わせた場合

の電気化学安定性の評価などの基礎研

図3 結晶構造解析から決定したLa2-x-ySrx+yLiH1-x+yO3-yの結晶構造
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究を進めている [6-8]。これらの物質探

索や現象解析を基に既存の可動イオン

とは異なるH–特有の電気化学反応を見

いだし、次世代電池開発に向けた新た

な方向性を示していきたい。

本稿で紹介した研究は、分子科学

研究所の竹入史隆助教、東京工業大学

の菅野了次教授、京都大学の田中功教

授、高エネルギー加速器研究機構の米

村雅雄特別准教授を始めとした多くの

研究者との共同研究による成果である。

また、研究遂行にあたっては、分子科

学研究所、科学技術振興機構、日本学

術振興機構、新エネルギー・産業技術

総合開発機構からご支援をいただいた。

この場をお借りして、関係各位に厚く

御礼申し上げます。
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図5 全固体電池Ti/ La2-x-ySrx+yLiH1-x+yO3-y /TiH2の定電流放電測定の結果

図4 無欠損組成La2-ySryLiH1+yO3-y (x = 0, y = 0, 1, 2)と欠損組成
La1-xSr1+xLiH2-xO2 (x > 0, y = 1)のイオン導電率の温度依存性
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2018年8月31日－9月2日、第79回

岡崎コンファレンス「Synthetic, Biological,

and Hybrid Molecular Engines」を開

催した。分子科学研究所および2018

年度に採択された新学術研究領域「発

動分子科学」（http://www.molecular-

engine.bio.titech.ac.jp/）との共催であ

り、本新学術領域のキックオフシンポ

ジウムも兼ねて行った。本新学術領域

では、外部エネルギーを受け取ること

で機械的な構造変化を起こし、これを

利用して別の形のエネルギーへと変換

する分子機械を「発動分子（Molecular 

Engines）」と名付け、発動分子を構築

するための基礎学理を確立することを

目標としている。

本コンファレンスには、基調講演者

として海外からZev BRYANT（Stanford 

Univ.）、Oscar CES（Imperial College 

London）、Jong Hyun CHOI（Purdue 

Univ.）、Yifei ZHANG（Columbia Univ.）、

Ivan Huc（Ludwig-Maximilians-Univ.）、

Gwénaël RAPENNE（NAIST/Univ Paul 

Sabatier）、Possu HUANG（Stanford 

Univ.）の7名、国内からAkira HARADA

（Osaka Univ.）、Toshikazu TAKATA

（Tokyo Inst. of Tech）の2名、また招待

講演者として国内から22名が参加し口

頭発表を行った。さらにポスター発表

は51件、聴講者も含む参加者は総勢で

107名（うち所内16名）と、規模の大

きなコンファレンスとなった。

本コンファレンスでは、これまで異分

野として発動分子の研究に従事してきた

合成化学、分子生物学、生物物理学、ソ

フトマター物理学、計測科学等の国内外

のエキスパートが一堂に会し、「人工分

子と生体分子に共通する作動原理は何

か」「人工分子と生体分子のサイズの違

いはその特性にどのような制限を与える

か」「両者の利点を生かした人工・生体

ハイブリッド分子をいかに構築するか」

等、熱のこもった議論が展開された。

コンファレンスの初めには川合眞紀所

長からご挨拶を頂き、本新学術領域に対

する暖かい励ましの言葉を頂いた。オー

ガナイザーの一人として感激するととも

に、身の引き締まる思いであった。最後

にこの場をお借りし、コンファレンス開

催をサポートしてくださった分子科学研

究所、コンファレンスを盛り上げてくだ

さった参加者の皆様、共同オーガナイ

ザーの金原数教授（東工大）、事前準備

や当日の運営にご尽力頂いたラボメン

バーの皆様に感謝いたします。

（飯野 亮太　記）

1．開催の趣旨
分子科学は、物質の構成要素である原

子や分子およびその集合体を対象として、

それらの合成・分析手法、物性探索や機

能設計までをも包括した複合的な学術で

す。また、分子科学において、近年の理

論的方法論の発展は化学と物理をつなげ

る鍵となっています。本研究会では、光

とナノ物質に関連した諸問題を例に、そ

れらの意義、最近の発展について理論・

実験研究者の講師の先生方に解説・展望

して頂きました。さらには、「分子科学

の方向性とその発展を語る」との共通

テーマのもと、可能な範囲で幅広い分野

からお招きした研究者に、各々のご研究

を未来志向で論じて頂き、今後の分子科

学の方向性を探り、その発展につなげる

ことを目標としました。

２．プログラムとご講演内容の紹介
研究会では分子科学研究所、川合眞

第79回岡崎コンファレンスを開催

分子研研究会開催報告
光とナノ物質の相互作用――分子科学の未来にむけて
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紀所長のご挨拶に引き続き、5名の講師

の先生方に以下のタイトルのもとご講

演していただきました（敬称略）。

矢花一浩（筑波大学）「電子ダイナミク

スの第一原理計算を巡って」

根岸雄一（東京理科大学）「精密金属ク

ラスターの構造解析」

八井 崇（東京大学）「非一様光場に基

づくデバイス・加工技術の新機軸」

安池智一（放送大学）「表面光化学過程

と電子ダイナミクスの諸相」

福山秀敏（東京理科大学）「信定さんか

らのメッセージ」　　　

ご講演の内容は、大規模計算ソフト

の開発から金属クラスターの合成・分析，

非一様電場の発生と利用、表面の化学反

応過程、物性理論と量子化学理論の接点、

と多岐にわたるものとなりました。何れ

のご講演も先端的で大変興味深いもので

あり、それぞれのご研究の動機付け、明

確な出口戦略を分かり易く解説して頂き

ました。また、ご研究の端緒に関するエ

ピソードや研究の進め方に対する哲学も

存分に紹介して頂きました。これらのご

講演から、緻密かつ大胆な研究構想を立

案することの大切さに気付かされると同

時に、常に広範な科学の領域を視野に入

れて研究に取り組むことの必要性を再認

識しました。

福山先生のご講演では、誰も答えを

準備していないであろうと思っていた

「金属クラスターの局所表面電子状態

密度はどのようになっているのだろう

か？」という質問に対して、分子科学

研究所の故 信定克幸氏から数日のうち

に定量的な結果とグラフが送付されて

きた時の驚きが物性研究者のお立場か

ら紹介されました。

以上の学術講演の後には、「分子科

学の方向性とその発展を語る」という

共通のタイトルのもと、岩佐 豪（北海

道大学）、飯田健二（分子科学研究所）、

岸根順一郎（放送大学）、秋山 良（九

州大学）、宮崎州正（名古屋大学）、井

上克也（広島大学）、 加藤 毅（東京大学）

（敬称略）より、今後の分子科学・物

性科学・材料科学・理論物理学の発展

の可能な方向性が紹介されました。各

人10分という時間の中でしたが、登壇

者のオリジナルな研究内容に沿った形

での未来予測が語られ、分子科学の果

たすべき役割の広がりに思いをめぐら

せる契機となりました。また、真摯な

議論に裏打ちされた研究テーマの選定

と着実な研究の進捗を知ることができ、

本研究会で語られた未来予測の実現へ

の期待を大きくしました。

３．総括
企画の段階で期待していた以上の活

発な質疑応答から、将来を見定めた研

究構想や研究哲学を日々の不断の研究

活動に取り込むことの大切さを認識す

るよい機会となりました。そのような

想いを93名の参加者の皆様と共有でき

たのであれば、これに勝る喜びはござ

いません。

末文になりますが、この研究会は自

然科学研究機構・分子科学研究所の技

術課のサポートや多くの秘書さん方の

ご協力なしには到底実現できなかった

ことを記して企画者からの御礼にかえ

させて頂きます。

（研究会企画:飯田、加藤、斉藤、谷村、佃）

研究会後記：分子研研究会の終了後、2018年1月15日に逝去された分子科学研究所理論・

計算分子科学研究領域准教授 信定克幸氏を偲んで、「信定さんを偲ぶ夕べの会」が開かれ

ました。「近接場光励起により発現する新奇光機能場の計算科学的設計」というご研究が内

外に認められ、HPCI 利用研究課題優秀成果賞を受賞するなど、来るべき理論科学研究の

推進者として嘱望されていた信定さんでした。信定さんのご家族も参加され、「真剣な議論、

いつまで話していても飽きない一途な学問への思い」（川合眞紀先生）をもった信定さんと

過ごしたかけがえのない時間を皆さんで共有する温かい会となりました。育英基金設立に

ご賛同頂いた皆様から寄せられた信定さんへの数々のメッセージもボードに貼り出されて

おり、それらの思いも、きっと信定さんの心に届いた

ものと思います。また、参加者の皆様の心の中には、

各人各様の想いのもと、あの笑顔の信定さんが生き生

きと思い出されたのではないかと拝察しております。

（加藤 毅（東京大学大学院理学系研究科化学専攻）記）
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2018年 1月に川合眞紀所長が台湾

国立交通大学（以下、国立交通大）の

Yuan-Pern Lee教授を表敬訪問したこ

とを契機とし、2018年6月から5年間

の学術交流協定を国立交通大理学部と

締結した。国立交通大ではLee教授を

代表として2018年3月から新センター、

Center for Emergent Functional Matter 

Science（CEFMS、新世代功能性物質

研究中心、http://cefms.blog.nctu.edu.

tw/）がスタートしており、海外の研究

機関との連携を推進している。今回の

協定は学術交流のみを目的としている

が、将来的にはCEFMSに分子研との

Joint Research Centerを設置する可能

性も視野に入れて、積極的な交流を行っ

ていく。

本協定に基づく協定学術交流の一環

として 2018年 10月 3－ 5日には、分

子研の岡本裕巳総主幹、山本浩史教授、

藤貴夫准教授、および飯野が国立交通

大を訪問した。山本教授、藤准教授は

それぞれ、“Electric phase transitions 

at an organic field-effect-transistor 

interface”、“Sub-cycle mid-infrared 

source based on laser filamentation”

というタイトルでセミナーを行った。

また、共同研究の可能性を探るた

め、CEFMS教員との議論を個別に

行った。飯野は、Teruki Sugiyama准教

授（Department of Applied Chemistry）、

Hsin-Yun Hsu准教授（同）、Yuan-Pern 

Lee教授（同）、Yaw Kuen Li教授（同）、

Ian Liau教授（同）、Tung-Kung Wu教授

（Department of Biological Science and 

Technology）、Bor-Ran Li助教（Institute 

of Biomedical Engineering）との議論を

行った。個々の教員の研究レベルが非

常に高いことに加え、基礎だけでなく

応用を見据えた研究を積極的に推進し

ている点が印象的であった。

さらに、CEFMS教員が一堂に会した

場で今後の交流活動についての議論を

行った。分子研のインターンシップ制

度（IMS-IIPA）を利用した学生の派遣

について興味を持つ教員が多く、質問

を複数頂いた。国立交通大からの学生

の派遣については、IMS-IIPAに国立交

通大を含める可能性を今後検討する予

定である。また、分子研からの学生の

派遣も、学生にとって大きな刺激にな

ると考える。分子研のグループリーダー

の皆様には是非、積極的にご検討頂き

たい。

岡本教授、藤准教授、および飯野

は以前より、国立交通大教員との交流

や共同研究を行っていたが、本協定に

よりその関係をさらに強固なものに

することができた。山本教授について

は、今回が初めての国立交通大訪問と

のことであった。今回の訪問を契機と

して参加者全員が新たな人脈を築くこ

とができ、非常に有意義であった。ス

ケジュールのアレンジにご尽力頂い

たHenryk Witek教授（Department of 

Applied Chemistry）、および筆者が台

湾を訪問する最初の機会を与えてくだ

さった増原宏教授（同）に心より感謝

する。来年の春は、国立交通大の教員

を分子研に招いてシンポジウムを開催

する予定である。所内外の多数の皆様

の参加を期待する。

タイ国NANOTEC（National Nano-

technology Center）との第 2回 IMS-

NANOTEC合同ワークショップを、

2018年11月22日に分子研において実

施しました。NANOTECはタイ国立科

学技術開発庁（NSTDA）傘下の5研究

所の1つであり、タイにおける科学技

術研究開発・人材育成・技術移転を含

む産学開発の活性化等をミッションと

しています。分子研とは、研究所間の

学術交流を目的として2017年10月に

MOUを締結しております。2017年は

分子研から川合所長をはじめ6名がバ

ンコクにあるNANOTECを訪れ、MOU

の調印式を実施し、第1回合同ワーク

ショップを行っております。今回は、

NANOTECから、Chinsirikul所長をは

じめ合計7名が11月21日および22日

台湾国立交通大学理学部と学術交流協定を締結

第2回IMS-NANOTEC合同ワークショップ

報告：生命・錯体分子科学研究領域　教授　飯野 亮太

報告：計算科学研究センター　教授　江原 正博

国際研究協力事業報告

NANOTEC Chinsirikul所長と川合所長
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の2日間、分子研を訪れました。ワーク

ショップ前日の11月21日には、川合所

長との会談の後、UVSOR施設や山手地

区にある2研究室（平本・加藤両グルー

プ）の見学が行なわれました。最先端の

大型施設や実験室をご紹介できたことは、

研究交流をさらに発展させる良い機会に

なりました。

11月22日に開催された合同ワーク

ショップでは、NANOTECおよび分子

研から双方5名ずつの研究者が発表し、

研究交流を行いました。両研究所とも

に第1回とは異なるメンバーが新たに

数名参加しました。ワークショップは

山本教授が全体を取りまとめ、分子研

からは平本教授、飯野教授、石崎教授、

杉本准教授、矢木助教が発表しました。

現在、NANOTECからは石崎グループ

にNano Simulation Laboratory（SIM）

の研究員1名が3ヶ月間の日程でインター

ンシップとして滞在しており、その共

同研究の成果についてもNANOTECの

研究員から発表がありました。ワーク

ショップの内容は、広い分野をカバーし

ておりましたが、全体を通して活発な質

問と議論がなされました。分子研からは

発表者以外にも数名の参加者があり、江

原は司会を務めました。その後、計算科

学研究センターのスーパーコンピュータ

の見学を行いました。昨年度更新したコ

ンピュータのパフォーマンスや全国の

900名を超えるユーザーが利用する共同

利用に関心を持っていただけました。2

日間という短い期間でしたが、研究所間

の学術交流が行われ、親睦が深まったこ

とを感じました。MOUの締結後、研究

者間の交流が徐々に広がってきているこ

とを確認できました。今後も、両研究所

の若手研究者間の研究交流が益々進むこ

とを願っております。

小林玄器准教授に第7回石田賞

古賀信康准教授に平成30年度分子科学研究奨励森野基金

杉本敏樹准教授に平成30年度分子科学研究奨励森野基金

森俊文助教に第11回分子科学会奨励賞

岩山洋士助教に第19回原子衝突学会若手奨励賞

受 賞 者 の 声

この度は、石田賞という大変名誉あ

る賞を賜り、大変光栄に存じますとと

もに、名古屋大学の関係者及び選考委

員の皆様方に心より御礼申し上げます。

私はこれまで、イオン導電性の物質

を対象に、合成、構造、物性及びそれ

らの関連性を研究してきました。特に、

博士課程の後期からは、これまで電荷

担体として認識されていなかったヒド

リド（H–）に着目し、今日までH–導電

体の物質探索に一貫して取り組んでお

ります。今回、固体電解質として機能

するH–導電性酸水素化物を初めて見出

したことを評価していただき、本賞を

受賞することができました。長年にわ

たり御指導・ご助言をいただきました

東京工業大学の菅野了次先生をはじめ、

研究室のメンバーと多くの共同研究者

小林玄器准教授に第7回石田賞

第2回IMS-NANOTEC合同ワークショップの発表者
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このたび「理想タンパク質のデザイ

ン原理に関する研究」という業績によ

り、平成30年度分子科学研究奨励森

野基金の研究助成を頂きました。ご推

薦頂いた大阪大学・水谷泰久先生、名

古屋大学・岡本祐幸先生、ならびに本

奨励金の選考に携わって頂いた先生方

に厚く御礼申し上げます。題目の研究

業績は、望みのタンパク質立体構造を

主鎖構造を含めてゼロからデザインす

るためのルールを明らかにし、それら

を用いて様々な形状のタンパク質立体

構造のデザインに成功したことに関す

るものです。私は分子研に着任する以

前、ワシントン大学でポスドクとして

タンパク質の立体構造のデザインに関

する研究を行っていました。本奨励金

の直接の受賞対象となっているのは、

それらの研究に対するものです。しか

し、分子研着任後は、計算機シミュレー

ションと生化学実験両方を用いてタン

パク質立体構造をデザインする研究室

を立ち上げ、構造のみならず機能を含

めたタンパク質分子の自在設計技術の

確立を目指して、研究室のメンバーと

ともに、より複雑なタンパク質立体構

造をデザインするための手法を着々と

開発し続けて参りました。本奨励金を

このタイミングで受賞することは、そ

の努力を今後も積み重ねるように、と

の叱咤激励（つまり応援）であると解

釈しており、それは大変有り難いこと

であると感じています。当然のことな

がら、私が分子研で果たすべき仕事は、

私が面白いと思う研究を実施すること

です。その思う研究を遂行するための

体力と忍耐力を日々鍛えながら、日々

の進捗を研究室メンバーとともに楽し

み、「なるほど、そうなっているのね！」

と腑に落ちるような研究成果や、「そん

なものは見たこと無い！」というよう

な研究成果を世に届け続けることがで

きれば、と思っています。最後に、分

子研の皆々様方、生命創成探究センター

の皆々様方、分子研で私に研究する機

会を与えて下さった大峯巖前所長（た

まにはお顔を拝見したいのですが……）、

分子研での私達の成長を支えて下さっ

ている川合眞紀所長に、心より感謝致

します。このたびは分子科学研究奨励

森野基金を受賞させて頂き、ありがと

うございました。今後も一層精進いた

しますので、どうぞよろしくお願い致

します。

（古賀 信康　記）

古賀信康准教授に平成30年度分子科学研究奨励森野基金

この度、「対称性の破れに誘起される

分子凝集系の創発物性と反応ダイナミ

クスの研究」という研究課題にて、平

成30年度分子科学研究奨励森野基金

を拝受致しました。私は、東京大学大

学院工学系研究科物理工学専攻の大学

院生、及び京都大学理学研究科化学専

攻での助教としての研究の中で、超高

真空（10-8 Pa）から大気圧近傍（106 

の皆様のご支援・ご助力のおかげです。

この場をお借りして厚く御礼申し上げ

ます。

本研究を通してH–が新たな電荷担体

として認識されるに至りましたが、実

際に電池などの電気化学デバイスに応

用するためには、物質開発の進展と同

時に、デバイス化に向けた要素技術の

開発も必要になります。本受賞を励み

に研究をよりいっそう進展させ、新し

い研究分野を創出できるよう精進する

所存です。

（小林 玄器　記）

杉本敏樹准教授に平成30年度分子科学研究奨励森野基金

受賞式の集合写真。下段左から2番目が筆者。
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この度、「気相および凝縮系における

反応のダイナミクスの理論的解明」に

関する研究業績により、分子科学会か

ら、第11回分子科学会奨励賞をいただ

きました。分子科学会奨励賞は、分子

科学研究分野において質の高い研究成

果を挙げ、分子科学の発展に寄与した

と認められる若手研究者を対象とした

賞です。

分子科学会が主催する分子科

学討論会は、第一回が私の初めて

参加した学会であること、海外で

の博士研究員時代も一番積極的に

参加してきた学会であることなど、

思い入れのある学会であり、その

ような学会の奨励賞をいただけた

Pa; 10気圧）に及ぶ広い圧力領域下で

の表面科学研究に従事して参りました。

より具体的には、赤外振動分光法や和

周波発生（SFG）振動分光法などの分

子計測を基軸としまして、「理想単結晶

基板や実用ナノ粒子の表面・界面にお

ける水分子吸着系・凝集系の強誘電的

な創発物性やその相転移、光誘起電荷

の移動過程や反応ダイナミクス」の解

明に注力して参りました。今回の受賞

は、こうした固体表面上の水分子集合

体の物性と化学的機能の研究に関する

一連の研究業績を評価して頂いたもの

です。

この森野基金は、「分子科学」という

言葉を提唱された森野米三先生が分子

科学研究に携わる若手研究者を奨励す

るために設立されたものです。平成30

年8月31日に東京大学・小柴ホールに

て贈呈式が執り行われました。贈呈式

典や懇談会においては、過去の受給者

も含めこれまで分子科学を牽引して来

られた錚々たる緒先輩研究者にお会い

する貴重な機会を頂きました。研究者

としての助言はもちろんの事、現在も

分子科学研究について熱い情熱を持っ

て目を輝かせながら分子科学研究につ

いて語って下さる大先輩の姿は大変印

象的で、今後忘れることはないと思い

ます。熱い大先輩のバトンを受け取り

次の世代にバトンパスできるように、

分子科学研究所の准教授として今後一

層「分子科学研究」に精進して参りた

いという思いを強くしました。 

末筆となりましたが、助教当時の京

都大学のグループPIであった松本吉泰

教授をはじめ、共に実験研究を行って

きた渡邊一也准教授、相賀則宏君、大

槻友志君や、理論の共同研究者である

石山達也准教授、森田明弘教授、また、

有益なディスカッション・コメントを

頂いた多くの皆様にここに感謝申し上

げます。また、私を森野基金に推薦し

て下さった埼玉大学の山口祥一教授に

も深く御礼申し上げます。

（杉本 敏樹　記）

森俊文助教に第11回分子科学会奨励賞

（前列右から2番目が筆者（4番目が古賀准教授，3番目が着任予定の南谷英美准教授））

受 賞 者 の 声
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この度、「極紫外自由電子レーザー

場中の希ガス・クラスターの光吸収お

よび緩和過程の研究」の業績で原子

衝突学会第19回若手奨励賞を受賞し、

2018年10月に開催された原子衝突学

会第43回年会の授賞式にて表彰して

いただきました。本賞は、原子衝突お

よびその関連分野において、若手研究

者の研究を鼓舞、奨励することにより、

この方面の学問の発展に資する事を目

的としており、本賞の受賞を大変光栄

で嬉しく思っております。

本受賞対象となった研究は、極紫外

自由電子レーザー光と物質との相

互作用を調べるべく進められてき

ました。本レーザー光源はおよそ

2007年ごろに、X線自由電子レー

ザーのプロトタイプ光源として開

発され、波長50~60 nm（光エネ

ルギー 20~25 eV）、パルス幅100

フェムト秒、パルスエネルギー約

10 Jという、波長100 nm以下の

短波長領域の高強度・超短パルス光源

です。この新しい短波長レーザー光源

には、物質の電子・構造解析などの新

しい科学技術をもたらすと考えられて

いましたがが、応用するにあたり、は

じめに物質との基礎的な相互作用を理

解する必要がありました。そこで私は、

原子、分子およびクラスターを用いて、

そのレーザー場中での光吸収および緩

和過程を理解すべく、電子計測、イオ

ン計測、蛍光計測を駆使して実験的研

究を進めてきました。その結果、光照

射されたで希ガス・クラスターはフェ

ムト秒スケールで数百個もの光子を吸

収しナノプラズマ化すること、またナ

ノプラズマ化後は効率的な電子・イオ

ン再結合によって光イオン化が抑制さ

れることなどを明らかにしました。

本研究は、私が京都大学の博士後期

過程の学生時代から分子研に着任後も

種々の計測を用いて、10年に渡って続

けてきた一連の研究成果であり、多く

の先生方のご指導のもと進められまし

た。特に京都大学時代の恩師である故・

八尾誠教授、また共同研究者の東北大

学の上田潔教授、また分子研着任後も

暖かく見守っていただいた繁政英治准

教授に感謝いたします。今回の受賞を

励みとし今後より一層、原子衝突およ

びその関連分野の発展に貢献できるよ

う精進してまいります。

（岩山 洋士　記）

ことは非常に光栄です。今回の業績は、

Stanford大学での博士研究員時代に取

り組んでいた気相中での光反応と、分

子研に来てからの凝縮系反応の研究に

関するものです。2つのテーマは一見大

きく異なりますが、ダイナミクスをキー

ワードに自分の中では一貫した研究の

軸があり、それを評価していただいた

ことをとても嬉しく思っています。

私は分子研に着任後、生体分子がど

のように構造変化を起こし、それによ

りフォールディングや酵素反応がどう

やって進行するかをダイナミクスの解

明という観点から明らかにすることを

目指して、理論的アプローチによる研

究を行ってきました。

私の研究を進める上で、分子シミュ

レーションは重要なツールですが、特

に最近の計算機の発達などにより、シ

ミュレーションは凝縮系での現象を分

子レベルで調べるための強力な手法に

なりつつあります。

一方で、凝縮系反応は非常に多くの

分子・原子が関与するため、シミュレー

ションでデータが得られても、そこか

ら何が起きているかを理解するのは容

易ではなく、どのようなアイディアで

解析を進めていくかが大きな課題と

なっています。

私は、従来の静的描像の解析では

なく、何が起きているかをダイナミク

スの解析から直接“見て”理解するこ

とを目標に研究を進めてきました。こ

のような解析は手間がかかるため、な

かなか根気がいる作業ではありますが、

今回の受賞を励みに、今後より一層精

進して研究を発展させていかねばと改

めて感じております。

最後に、気相中での反応の研究をと

もに行ったStanford大学のMartínez教

授や同僚、研究活動を支えてくださっ

た斉藤教授をはじめ研究室の皆様に感

謝いたします。

（森 俊文　記）

岩山洋士助教に第19回原子衝突学会若手奨励賞

受 賞 者 の 声
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2018年5月1日付で、分子研物質分

子科学研究領域とメゾスコピック計測

研究センターへ着任致しました。私が

この紹介文を執筆しているのは2018年

の12月でして、新しい実験装置群はま

だ立ち上げている途中です。そこで本

紹介記事では、自己紹介を兼ねて私の

研究経緯などをざっくばらんに書かせ

て頂きます。

思えばちょうど一年前は分子研の准

教授公募（〆切2017年12月11日）に

応募するための書類準備に精を出して

おりました。当時私が助教として在籍

しておりました京都大学理学研究科化

学専攻の分子分光学研究室は、PIの松

本吉泰教授（現、豊田理研フェロー）

のご退官により研究室が終わる最後の

年でした。ですので、この分子研准教

授の公募に対しては「他の誰にも譲れ

ない！」という強い気持ちで全身全霊

をかけて臨みました。着任に際しまし

ては、川合所長、人事選考委員長の山

本先生、物質分子科学研究領域主幹の

横山先生、メゾスコピック計測研究セ

ンター長の岡本先生、繁政技術課長を

はじめ所内の皆様から多大なるご支援

と助言を頂きましたことを心より御礼

申し上げます。

さて、私の研究についてですが、今

日の私があるのは「レーザー分光との

出会い」、「表面科学との出会い」、「水

分子との出会い」のおかげです。また、

そのようなきっかけを下さった「人と

の出会い」に導かれたものだと再認識

しております。

私は京都大学理学部の4回生の時に、

物理学教室の田中耕一郎先生が主宰す

る光物性研究室に進学しました。その

当時は「“レーザー”を使った田中研の

実験が何となくスタイリッシュ」、「田

中先生の豪快なキャラクターとラボの

雰囲気が自分とマッチしてそう」とい

うフィーリングで田中研を選んだだけ

でした。そんな私でしたので、当初は

田中研のテーマに対する明確な学術

的興味は持ち合わせていませんでした。

ですが、卒業研究のラストスパートを

かける時期には「パルスレーザー光照

射によって分子集合体の構造相転移が

超高速に誘起され、その結果として分

子磁性も巨視的かつダイナミックに変

調される」という様子を時間分解観測

で日々目の当たりにしてきました。そ

うした実験を通してレーザー分光研究

の面白さや計測の奥深さをジワリジワ

リと実感し、研究アイデアを“自分なり”

に育む貴重な機会を得ることができま

した。

何とか4回生を卒業した私は、大学

院からは東京大学大学院工学系研究科

物理工学専攻の福谷克之教授が主宰さ

れている表面科学研究室に進学しまし

た。この大学院進学においても、当初

は福谷研のテーマについて学術的な興

味を全く持っておりませんでした（大

学院入試願書に適当に記載した第3志

望の研究室に引っかかっての合格でし

たので）。ですが、進学してみるやいな

や「同じ物質であろうとも、その“表面”

が（田中研で学んだ）バルクとは全く

異なる物理的・化学的性質を発現し得

る」ということを知り、瞬く間に表面

科学研究にのめり込んでいきました。

当時の研究室には、真空科学を牽引さ

れている岡野達雄教授や現役を引退さ

れた3名の名誉教授（表面科学の村田

好正先生、水素吸蔵の深有先生、薄膜

の金原粲先生）もご在室になり、数え

きれないくらいの貴重なお話や叱咤激

励を頂きました。学術の発展と分野創

成に多大なるご貢献をされてきた巨人

達と日常的に接する日々の中で、基礎

学術研究への志が育まれてきました。

このような環境をご提供下さり成長を

すぎもと・としき
2007年に京都大学理学部（物理学教室）を卒業。その後に東京大学大学院工学系研究科
物理工学専攻の修士課程・博士課程に進学し、2011年に工学博士の学位を取得。学振PD
を経て2012年より 京都大学大学院理学研究科化学専攻の助教、2016年より JSTさきがけ
「革新的触媒の科学と創製」研究領域の研究員を兼任し、2018年より現職。物質表面における
分子集合体の特異的な構造物性・化学的機能・量子ダイナミクス、とりわけ水素結合で凝集
する水分子集合体に強い関心を持っている。

様々な出会いに導かれつつ、変幻
自在に水分子の研究を極めたい

物質分子科学研究領域　准教授杉本 敏樹
研 究 室 紹 介

New Lab
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温かく見守って下さった福谷先生への

感謝の念は絶えません。

さて、この福谷研での主たる研究

対象は水素と氷でした。氷と言っても、

いわゆる家庭の冷凍庫で簡便に作製可

能な結晶氷では無く、水分子が液体の

ような無秩序な状態を保持したまま運

動が凍結したアモルファス氷というも

のです。アモルファス氷は地球上では

自然界にほとんど存在しないものです

が、宇宙の星間分子雲においては最も

主要に存在する固体物質であることを

知り、「宇宙の氷であるアモルファス

氷を地上の実験室に設置している真空

チャンバーの中で作ってみたい！」と

いう素朴な気持ちに突き動かされまし

た。その結果、「アモルファス氷を作製

してその表面における水素分子の動的

挙動を研究する」という修士・博士課

程の研究テーマができたのですが、真

空チャンバーの中でアモルファス氷を

作ることは当時の私には容易ではあり

ませんでした。福谷研にはそのノウハ

ウが無く、試行錯誤の連続でした。真

空チャンバーの内壁表面（ステンレス

表面のクロム酸化膜Cr2O3）に水分子

が“強く配位吸着”したり、“弱く水素

結合”したり、はたまた“水酸基と水

素原子に解離吸着”してしまうと

いった、「固体表面における水分子

の自由奔放な振る舞い」との格闘

の日々でした。数年にわたる水分

子との闘いの中で、水分子の気持

ち（「固体表面と水分子の多様な相

互作用」）を定性的にですが少しず

つ理解できるようになり、アモル

ファス氷の研究も軌道に乗ってき

ました。こうして研究に従事して

いくうちに、「ステンレス表面のよ

うな“実用的な酸化物（膜）の表

面における水分子の多様な振る舞

い”」そのものにも強い興味を抱く

ようになり、その化学的な応用例とも

いえる“光触媒の表面における水分解

反応”にも関心を持つようになりました。

2011年に博士課程の学位を取得した

後に、松本吉泰教授の分子分光学研究

室とご縁があり助教として赴任しまし

た。松本先生のグループは固体表面吸

着種のレーザー分光研究において世界

を牽引されておりました。そこで、こ

の松本研のレーザー分光技術を用いて

「光触媒や固体表面吸着水の分光研究を

展開したい！！」と思い、私自身の研

究アイデアや今後の展望を松本教授・

渡邊一也准教授に何度かプレゼンし、

京都大学にて新しい研究をスタートさ

せるチャンスを頂きました。水を得た

魚の如く、“時間分解赤外・可視吸収分

光法”や“和周波発生（SFG）振動分

光法”等のレーザー分光計測を用いて

「酸化物ナノ粒子表面における水分解光

触媒反応」や「固体表面における水分

子の配向構造（水素結合ネットワーク

中のプロトン配置）と誘電物性」に微

視的に迫る研究に挑戦しました。助教

として着任してから6年程経った2018

年、まさに京都大学で立ち上がった新

しい研究テーマが軌道に乗り、指導し

てきた学生達も立派に育ち、自信と勢

いがついてきたタイミングにて、松本

先生がご退官されました。

さて、この度、かつて松本先生が

准教授・教授をお勤めになっていた分

子研に私が赴任し研究室を主宰する事

になりましたこと、何か大きな運命の

ようなものを感じております。今後は、

杉本グループは新しい極微分子分光計

測法（あえて具体的なアイデアの明言

は避けますが）の開発にも挑戦したい

と考えております。また、それを新機

軸とし、固体表面における水分子集合

体の性質・機能を根本から解明する研

究に挑戦します。さらに、最近では、「水

を酸化剤や還元剤として積極的に用い

ることで金属塩廃棄物を排出しない究

極的な有機合成法を構築」する事や「水

分子の存在によって誘起されるタンパ

クやDNA等の重要な生命現象の解明」

する事にも沸々と興味が湧いてきてお

ります。このように、“水分子をキーワー

ド”としながら物理、化学、生命科学、

天文科学等の重要な分野を変幻自在に

横断し、本質的なアプローチにより世

界をリードする基礎研究を展開して参

りたいと考えております。

New Lab  研究室紹介
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2012年に分子研を「卒業」後、立命

館大学の客員教授を経て、2016年から

豊田理研でフェローとして細々と研究

をつづけています。豊田理研で私に課

せられたミッションは「自分の研究の

集大成」ということで、一切の雑用か

ら解放され、長い研究人生の中で最も

楽しい研究生活を送らせていただいて

います。こう言うと「左うちわ」で研

究していると誤解されそうですが、決

して、そういうわけでありません。研

究所の基本的ポリシーは「フェロー自

身が頭や手足を動かして研究する」と

いうことなので、フェローは分子研と

違って「学生」、「助教」、「ポストドク」

などの研究スタッフをもっていません。

しかし、幸い私の場合、研究分野が「理

論」なので、そういう研究条件にマッ

チするよう研究課題を設定しました。

私は豊田理研で「水溶液中の蛋白質

の構造揺らぎを制御する統計力学理論

の構築」というテーマで研究を行って

います。この課題を設定した理由は二

つあります。ひとつは「蛋白質の構造

揺らぎ」は私が分子研在職中に新学術

領域「揺らぎと機能」（代表：寺嶋正

秀）の中で取り組んだ課題であり、未

だ、最終的に決着をつけていない問題

だったこと。もうひとつの理由は、立

命館時代に本格的に取り組み始めた「知

的創薬」あるいは「計算機支援創薬

（CADD）」にとって、このテーマは不

可欠の理論的要素になっていることで

す。蛋白質の機能発現にとって、その「構

造揺らぎ」は本質的意義をもっていま

す。そして、生物はその構造揺らぎを「制

御」する様々な仕組みをもっています。

「アミノ酸置換（変異）」や「溶液環境」

などはその代表的な例ですが、蛋白質

の機能発現を促進したり、逆に、阻害

するのが薬剤の役割だとすれば、その

構造揺らぎを「制御」することは創薬

にとって不可欠の課題になります。そ

れが物理化学に不似合いな「制御」と

いう単語を研究課題に挿入した理由で

す。

私は分子研在職中に研究室の仲間と

共に「3D-RISM理論」を開発し、その

理論に基づいて、蛋白質の活性部位へ

の水分子、イオン、その他の小分子（例：

アスピリン）の結合（分子認識）を記

述する理論を開発しました。この理論

はその後大きな発展を遂げ、酵素反応

やイオンチャネルなど蛋白質の機能に

関わる様々な分子過程を解明すること

に成功しただけでなく、いわゆる「知

的創薬」にも応用され、生産現場での

ひとつの解析ツールとして実用化が期

待されています。ただ、この理論は分

子認識のいわば「平衡論」、すなわち「自

由エネルギー」など熱力学量の「平均

値」を記述するものであり、平均値か

らの偏差（揺らぎ）を求めることはで

きません。蛋白質の構造はその平均構

造の周りで揺らいでおり、リガンドの

結合親和力（自由エネルギー）は様々

な揺らいだ構造に関する平均値でなけ

ればなりません。例えば、酵素の活性

部位の入り口（mouth）が閉じていれば、

リガンドは活性部位に入り込むことが

できない。また、蛋白質の構造揺らぎ

には蛋白質内外の水分子の密度揺らぎ

が大きく関わっています。例えば、活

性部位の入り口が開いてリガンドが入

り込むためには、活性部位内部の水分

子が排出されなければばらない。私が

研究人生の「集大成」として取り組ん

でいるのはこうした問題です。

近況報告

（公益財団法人豊田理化学研究所　常勤フェロー）
平田 文男

ひらた・ふみお／平日は長久手（豊田理研）で研究、週末は大津の自宅で過ごす
という生活を繰り返しています。趣味のテニスは週末2日やっていますが、スキー
は少し回数が減りました（立命館時代は「琵琶湖バレー」のシーズンチケット
で楽しんでいたのですが……）。海外出張は分子研時代に比べると減りましたが、
それでも、年3～4回程度は国際会議に参加しています。現在、最も集中して取
り組んでいるのは本の執筆です。“Exploring Life Phenomena with Statistical 
Mechanics of Molecular Liquids （仮題）”という本をCRCから出版することに
なっています。

ポーランド Krakówにて

分子研出身者の今
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この問題を解決するためには不可逆

過程の統計力学が必要ですが、私は我

が国の偉大な物理学者が生んだ二つの

理論、「一般化ランジェヴァン理論」（森

肇）および「線形応答理論」（久保亮

五）、を3D-RISM理論と組み合わせる

というアイデアを分子研時代に思いつ

きました。そして、立命館において蛋

白質の構造ダイナミクスと水のダイナ

ミクスを連立して解く一般化ランジェ

ヴァン方程式を導出しました。この理

論から蛋白質のダイナミクスに関して

得られた主な結論は、蛋白質の構造揺

らぎ（平均構造からのずれ）が「線形」

だということです。すなわち、蛋白質

の構造が平衡構造から歪んだ場合、そ

の歪みに比例する復元力が働く。これ

は通常の弾性体の場合の「フックの法

則」に対応しますが、フックの法則と

異なり、その「力の定数」は力学的ポ

テンシャルエネルギーの2階微分では

なく、溶媒和自由エネルギーを含む「熱

力学的ポテンシャル（自由エネルギー）」

の2階微分になります。さらに、「揺ら

ぎ」が線形であるということは、同時に、

その自由エネルギー曲面が二次形式で

あること、また、構造揺らぎの分布が

「ガウス分布」であることを意味します。

これは従来の弾性の概念（エネルギー

弾性、エントロピー弾性）にはなかっ

た新しい概念なので、「溶媒に誘起され

た弾性」あるいは「自由エネルギー弾性」

と名付けました。蛋白質構造揺らぎの

「線形性」は蛋白質の機能発現にとっ

て本質的な意義をもっています。例え

ば、酵素反応の場合、反応の過程で蛋

白質の構造は大きな変形を受けますが、

反応の終了とともに元の構造を回復し、

次の反応サイクルに備えます。これは

構造揺らぎが「線形」であるからこそ

可能なのです。蛋白質の構造揺らぎの

線形性は、圧力、温度、変成剤濃度な

どの変化（摂動）に対する蛋白質の構

造応答に対して線形応答理論が有効で

あることを意味します。私は立命館時

代に小さな熱力学的摂動に対する蛋白

質の構造応答を記述する理論を発表し

ました。現在、豊田理研で行っている

研究はこれらの研究成果を前提にして

います。

豊田理研に赴任後、私はその理論を

「解析接続」の方法によって「非線形領

域」に拡張し、蛋白質の「フォールデ

イング機構」に関する新しい概念を発

表しました。その概念は蛋白質のフォー

ルデイングを1個の分子の構造変化で

はなく、蛋白質の構造「分布」の変化

として捉えます。私の理論では蛋白質

の構造分布はガウス分布ですから、そ

の変化はガウス分布の一次モーメン

ト（平均構造）および二次モーメント

（分散）の変化として捉えることがで

きます。すなわち、熱力学条件を天然

条件にもっていくことにより、その蛋

白質の構造分布が非天然構造を中心に

する分布から天然構造を中心にする分

布に変化する過程として捉えるわけで

す。蛋白質のフォールデイングに関し

てはアンフィンセンのドグマと呼ばれ

る仮説がよく知られています。「蛋白質

はアミノ酸配列（一次構造）を与える

と適当な熱力条件下で自発的に天然構

造（立体構造）に巻戻る」という仮説

で、アンフィンセンはこの仮説を実験

的に証明し、ノーベル賞を授賞しまし

た。しかし、この仮説に対して、レヴィ

ンサールはポリペプチドの骨格二面角

の自由度に関する「思考実験」を通じて、

次のようなパラドックスを唱えました。

「一個の蛋白質の折り畳みには天文学

的な時間が必要である。一方、実際の

蛋白質の折り畳みは数ミリ秒から長い

ものでも1日程度で終了する。何故？」

レヴィンサールはこのパラドックスに

対する解として、いわゆる「折り畳み

経路」というアイデアを導入しました。

現在、多くの実験解析はこのアイデア

に基づいて行われています。一方、私

が提案している「蛋白質の構造変化を

その分布の変化として捉える」概念に

は、レヴィンサールのパラドクスは当

てはまりません。なぜなら、構造空間

上で近隣にある二つの構造間の分布の

変化には数個の二面画の変化で十分で

あり、天文学的な時間は必要ないから

です。現在、この概念の正しさを証明

するため、立命館大学の杉田助教と共

に数値解析法の開発に取り組んでいま

す。

昨年亡くなられた茅先生は分子研所

長時代、常々、「研究者の最も重要な貢

献は新しい概念を創出することである」

と力説されていました。この訓話は今

では「遺言」になってしまいましたが、

ここで述べた二つの概念が先生の「遺

言」に少しでも応えるものであること

を期待して、私の「近況報告」に代え

ます。
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分子研出身者の今

岡本先生から執筆の依頼を受けて振

り返ってみると、早いもので、分子研

を去ってからもう15年が経過していま

した。もう全く記憶に無いは言い過ぎ

ですが、結構なことを忘れている気が

するので、昔のデータや写真を見直し

てこの原稿を書いています。

分子研の藤井正明研究室に着任した

のは記録の上では、1998年11月。そう

でした、博士号を1999年2月に取得す

るため、頻繁に東京・岡崎間を行き来

していたのを思い出しました。1999年

4月より本格的に分子研に腰をおろして

研究を始め、それからは、気相分子ク

ラスターの構造と反応ダイナミックス

および新規計測法の開発について、が

むしゃらに実験し、うまくいっては祝

杯を上げ、失敗しては景気付けに乾杯

する毎日だったと「記録」されています。

2000年からはレーザーセンターのピコ

秒レーザーシステムを利用して本格的

な装置開発を行い、世界で有数の気相

分光用ピコ秒時間分解赤外分光装置の

開発に成功しました（この時、装置開

発に多大な援助をいただきました、レー

ザーセンターの山中孝弥さん、上田正

さんにはこの場を借りてお礼申し上げ

ます）。その成果もあり、2003年5月に、

藤井先生の東工大転出に伴い、同じく

東工大へ開発したピコ秒装置とともに

異動しました。という訳で、分子研に

在籍していたのは4年半になります。短

い期間ではありましたが、世界に対抗

して最先端の研究をする意義を肌で感

じさせていただいたこと、研究するに

は人と人との繋がりが大切なことなど、

研究面において重要なことを教えてい

ただきました。また、研究室を無から

立ち上げる方法を学んだことは、東工

大から現所属に異動後の研究室立ち上

げにも生かされており、本当に色々な

ことを教えていただきました。

東工大へ異動後は、移設したピコ秒

装置を使って、溶液・気相・その両方・

顕微鏡観察下と対象とする分子の周囲

の環境は変化させてきたものの、ピコ

秒時間分解赤外分光に根ざした研究を

一貫して行ってきました。そして、ピ

コ秒赤外分光の極限計測ともいえる赤

外超解像顕微鏡法の開発と生体試料へ

の応用研究を経て、2016年4月より岡

山理科大学にてお世話になっておりま

す。岡山理科大学は現在では例の件で

知らぬ人がいない程、全国的に

有名になっていますが、私の採

用の際には全く忖度がなかった

ようで、入ってみれば周りは知

らない先生ばかりでした。そん

な中、分子研に同時期に所属し

ていた山本薫さん（現・岡山理

科大学准教授）を見つけた時は

ハグをして再会を喜び合ったも

のです。

さて、ようやく近況報告です

が、上述の通り、2016年4月よ

り岡山理科大学理学部化学科で

お世話になっています。岡山理大へ異

動後はすみやかに装置の移設を行いた

かったのですが、予算および実験室ス

ペースの都合上、2年がかりでの装置の

移設を余儀なくされました。それでも、

分子研から運び出した大型定盤（3600

×1500×400 mm）もなんとか、岡山

理大へ運び「入れる」ことができました。

一方で、この期間中に、助教を1名採

用する幸運にも恵まれて、装置の立ち

上げに関しては、迅速に行うことがで

き、翌2018年より、岡山理科大学で本

格的な実験を再開することができまし

た。

実は、分子研から東工大へ異動する

ときに移設した装置が現在の岡山理科

大学での研究にも現役で使われていま

す。中でも最古のものが、スペクトラ

フィジックス社のフェムト秒チタンサ

ファイアレーザー（Tsunami）で、なん

（岡山理科大学理学部化学科　教授）
酒井 誠

さかい・まこと／ 1997年早稲田大学理工学部助手、1998年岡崎国立共同研究機構分子科学研究所助手、
2003年東京工業大学資源化学研究所助手、2006年同助教授、2007年同准教授を経て2016年より現職。
専門は超高速振動分光、赤外顕微分光。博士（理学）。

分子研からいただいたもの

写真1　手前のレーザーがチタンサファイアレーザー
「Tsunami」。
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と、1992年に購入されたものです。私

が分子研時代に使い始めたのがちょう

ど2000年からで、当時でも既に購入

から8年が過ぎており、誰も使わなく

なってレーザーセンターに眠っていま

した。これを、レーザーセンター・山

中孝弥さんが「鼎」3号に寄稿した「最

新の超短パルスレーザー」を読みなが

ら、復活させたのがとても懐かしい「記

憶」です。ちなみに、このレーザーはフェ

ムト秒チタンサファイアレーザーとし

ては分子研1号機ではないでしょうか？

「鼎」の原稿を改めて読み直してみると、

冨宅喜代一助教授（当時）、美齊津文

典助手（当時）のお名前が協力者とし

て登場しますので、知る人ぞ知る文化

遺産級の大変貴重なレーザーではない

かと思います。しかも、東工大異動後

のこれまでの私の全ての研究に関わる

ハードワークをこなした上に、未だに

年下の学生達を相手に毎日元気に活躍

しています（写真1参照）。この先、私

が定年を迎えた後も、助教さんに引き

継ぎ、実働「半世紀」まで頑張ってく

れるのではないかと楽しみにしていま

す。ちなみに、同じく東工大へ移設し

た再生増幅器（スペクトラフィジック

ス社：TSA-10）ですが、こちらも東工

大藤井研にて現役で活躍中です。とい

うわけで冒頭のタイトルとなりました。

最後に、現在の研究室ですが、私立大

学ですがそんなに規模は大きくなく、助

教1名、学生6名（写真2参照）でと共

に日々研究に励み、うまくいっては祝杯

を上げ、失敗しては景気付けに乾杯す

る毎日です（あれ？分子研の時とやって

いることは全く変わっていないですね

……）。注力している研究テーマは、東

工大時から継続中の「赤外超解像顕微鏡

による生体試料観察」と「水溶液中にお

ける蛍光タンパク質発色団部位の赤外ス

ペクトル測定」で、特に後者は、いまま

で測定不可能であった水溶液中で濃度の

希薄な溶質分子の赤外スペクトルの測定

法開発からスタートし、蛍光タンパク質

に適用することで、発色団部位のみの赤

外スペクトル測定を高感度検出しようと

いうもので、思いの外、順調に進んでい

ます。近々、学会等できちんと報告でき

ると思います。そのときは、分子研なら

ではの密度の濃い議論をよろしくお願い

いたします。

写真2　研究室の集合写真。真ん中が筆者。

東岡崎駅前からはじまる坂を上りき

り、岡崎カンファレンスセンターを横

目にさらにあゆみを進めると、周囲の

家々や三島小学校、岡崎高校よりも遠

目ながらそれと分かるレンガ色の建物

たち―当時の岡崎統合バイオサイエン

スセンターが目に入ります。わたしが

所属していた桑島グループは、この山

手キャンパス二号館四階にありました。

（名古屋大学大学院理学研究科物理学教室　准教授）
槇 亙介

まき・こうすけ／ 1999年 東京大学大学院理学系研究科博士課程（後期課程）物理学専攻修了、博士（理学）
学位取得。1999-2001年 工業技術院・生命工学工業技術研究所／産業技術総合研究所・博士研究員。2001-
2003年フォックスチェイス癌センター・博士研究員。2003-2007年 東京大学大学院理学系研究科・助手
（桑島研究室）。2007年 自然科学研究機構岡崎統合バイオサイエンスセンター・助教（桑島グループ）。2007年-
現在 名古屋大学大学院理学研究科・准教授。

岡崎と名古屋にて
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本郷から岡崎に桑島研究室が引っ越

す際に、この四階の「これから研究室

になるはずの『広場』」を目の当たりに

して、まずその広さに驚かされました。

仕切りがほとんどないグレーの床を見

渡すと、サッカーができるのではない

かとすら思ったことが印象に残ってい

ます。引っ越しの第一歩が、研究室の

デザインをさらから始めることだった

のはよい意味で予想外であり、研究室

立ち上げの手伝いをさせていただけた

ことは大変よい経験でした。このとき

の研究所スタッフのみなさまのご対応

がまた素晴らしく、必要なこと・行う

べきことを丁寧に教えて下さるのみな

らず、研究環境を最良のものとするよ

うご尽力下さいました。桑島先生が岡

崎に異動されたあと、わたしは桑島グ

ループの助教として採用していただき、

この素晴らしい環境で実験・研究を行

う機会を得ることができました。わた

し自身は、その後しばらくして名古屋

大学の物理学教室に准教授として採用

していただき、名古屋で研究室を立ち

上げました。そのようなわけで、わた

しが岡崎で過ごした期間は短いのです

が、それでも桑島グループの研究室立

ち上げと在職期間中の経験は大変貴重

なものでした。また、この間桑島先生

をはじめ、研究室や研究所のみなさま

に大変お世話になりました。

「お世話になりました」と過去形で書

いたのですが、名古屋大学に着任して

からも、分子研のお世話になっており

ます。着任してみますと、物理学教室

の研究室に岡崎・分子研OBがいらっ

しゃることが分かりました。もう少し

広く見渡すと、名古屋大学と岡崎・分

子研との間の人事交流が盛んであるこ

とが追々分かってきました。わたしは、

お世辞にも長い間岡崎でお世話になっ

たわけではないのですが、まわりに岡

崎・分子研OBの方々がいらっしゃる

ことで、心強く感じます。わたし自身

につきましても、桑島先生のご配慮で、

分子研共同利用研究・協力研究を利用

させていただいたり、ご退職の折に装

置を譲っていただいたりしました。こ

のように、名古屋に来てからも、分子

研には物心両面からお世話になってば

かりです。

名古屋大学の物理学教室は、25以

上の研究室、教員数約100名を擁する

大所帯で、分野は素粒子、宇宙、物性、

生物と多岐にわたります。一方で、幅

広い研究対象の背景として、物理学と

いう共通の考え方があります。共通の

言葉があることで、専門外の分野から

研究のアイディアを得ることができる

という利点もあろうかと思います。さ

て、わたしの研究分野は生物物理学で

す。名古屋大学の物理学教室は、日本

における生物物理学の発祥地として知

られており、わたしが着任した当時四

つ（現在は五つ）の生物物理学の研究

室がありました。多くの生物物理学の

研究室があるばかりでなく、研究室間

の風通しもよいように感じます。名古

屋大学に着任して以来、研究室のスタッ

フ、大学院生と卒業研究の学生と共に、

のびのびと研究させていただいており

ます。

わたしは、生物物理の中でも蛋白

質の構造形成（フォールディング）機

構を専門分野の一つとしております。

フォールディングの実験的研究におい

ては、試料調製や測定のための装置が

欠かせません。このような装置は、前

任および当時の生物物理学の研究室の

みなさまのご配慮により、わたしが着

任したときにすぐに使用できるように

して下さいました。着任時の四年生が

すぐに卒業研究に取りかかることがで

き、このうちのひとりは学位を取得し、

現在は米国にて博士研究員として研究

にいそしんでおります。この学生との

仕事のひとつとして、pHによる蛋白

質のフォールディングモデルを構築し

たのですが、できあがったモデルをな

がめてみますと系のハミルトニアンが

Ising-likeとなっていました。モデル構

築の考え方のもとに、物理学の見方が

あったのかと思いました。また、遺伝

子実験施設の石浦正寛先生とのご縁で、

近年は蘭色細菌の時計蛋白質の機能発

現機構の研究をはじめることができま

した。研究を立ち上げるときには、石

浦グループのみなさまがあつく手ほど

きをして下さいました。蛋白質機能の

研究をはじめることができたのは、石

浦先生の多大なるご厚意に加えて、分

子研・統合バイオで、分子を基軸に据

えたものの捉え方を経験したからかと

思います。

このように振り返ってみますと、分

子研、名古屋大学とお世話になってば

かりです。また、物理学教室の客員制

度によって共同研究のご縁をたまわっ

た研究者のみなさまにも大変お世話に

なっております。お世話になった、ま

た今もお世話になっているみなさまに

こころより感謝申し上げます。今後も

たまわったご支援を研究成果としてか

たちにしていきたいと思います。最後

になってしまいましたが、分子科学に

おける世界の中心をなす研究所として、

分子研のますますの発展を願っており

ます。

分子研出身者の今
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いつの日に分子研を知るようになっ

たのか定かではないのですが、旧・岡

崎統合バイオサイエンスセンターの北

川禎三先生・水谷泰久先生らの共鳴ラ

マン分光法によるヘム蛋白質の研究に

興味をもち、岡崎で開催される研究会

などに参加したりする中で知るように

なった気がします。タンパク質の機能

発現機構を量子化学のレベルから理解

することに憧れを抱きながら、ロドプ

シンという光受容タンパク質の研究を

行っていたのが大学院生の頃の記憶で

す。当時は牛の網膜からロドプシンを

精製しており、今から考えると非常に

泥臭い作業に四苦八苦する毎日でした。

分子研に来るまでの研究については、

分子研レターズ60号New Lab「赤外分

光法によるタンパク質の構造・ 赤外分

光法によるタンパク質の構造・ 機能相

関研究に魅せられて」に記しました。

分子科学という世界に憧れがあっ

たため、その当時、メインで参加して

いた日本生物物理学会の年会に加えて、

生体分子科学討論会と分子構造総合討

論会（現・分子科学討論会）に参加し、

いつの日か分子研にも憧れを抱くよう

になりました（ただ、どちらかという

と統合バイオの方が身近に感じてはお

りましたが）。2009年1月頃に採用通

知を頂いたときは、まさか自分が分子

研の准教授に採用されるとは思わな

かったのが正直なところです。その後

は2018年10月に名古屋工業大学に転

出するまで、9年7ヵ月もの間、分子研

には本当にお世話になりました。分子

研での研究成果については、分子研レ

ターズ72号 分子科学の最先端「膜タン

パク質分子からの手紙を赤外分光計測

で読み解く」に記しましたが、当初の

研究計画はほぼ達成できたように思え

ます。それは、塚本寿夫博士（特任助

教2011.7～ 2014.1、助教2014.2～

現在）、木村哲就博士（助教2009.12

～ 2013.3）、黒井邦巧博士（IMSフェ

ロー 2015.4～ 2016.12）、稲熊あす

み博士（研究員2011.7～ 2014.3）を

はじめ、グループメンバーの方々に助

けていただいたおかげです。総研大生

であった藤原邦代博士や郭浩博士の博

士学位の指導にあたり、指導者として

の経験も積ませていただきました。技

術支援員の本村寛恵さん、稲葉香代さ

ん、住田明日香さんには試料調製や実

験補助でお世話になりました。秘書の

清水厚子さんには着任から転出まで大

変お世話になりました。分子研の装置

開発室の皆様にも大変お世話になりま

した。その他、多くの関係者の皆様に

深く感謝します。

最後になりますが、分子研がいつま

でも、若い研究者が憧れる場所である

ことを願っています。

ふるたに・ゆうじ／ 1999年京都大学理学部卒、2001年同大学大学院理学研究科博士前期課程修了、 
2004年同博士後期課程修了・博士（理学） 、2004年日本学術振興会特別研究員、 2006年名古屋
工業大学助手・助教を経て、2009年3月より分子科学研究所 准教授、2009年4月より総合研究
大学院大学 准教授（兼任）、2011年10月～ 2015年3月までJSTさきがけ研究員（兼任）（「光エネ
ルギーと物質変換」領域）、2018年10月より現職。

名古屋工業大学大学院工学研究科　准教授
（前　生命・錯体分子科学研究領域　准教授）古谷 祐詞

憧れの分子研、いつまでも輝きを

分子研を去るにあたり
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2008年9月1日に着任し2018年8月

31日に退職したので、まる10年、大

森賢治教授の助教としてお世話になり

ました。私の博士課程の指導教官から

この助教ポストに応募したらどうかと

薦められるまでは、正直なところ、分

子研の存在すら知らず、またお世話に

なった大森先生のことも全く知りませ

んでした。しかし、大森グループの研

究を調べたり、研究室を訪問させてい

ただいたり、ときには当時東京にいた

私を大森先生がお忙しい東京出張の帰

りに訪問され話をさせて頂いたりして

いるうちに、分子研および大森グルー

プがとても魅力的に思えてきました。

当時の大森グループは、分子の電子振

動波束について、その波束運動をアト

秒ピコメートル精度で観測・制御・可

視化することに成功していました。そ

こで用いられていたのが、フェムト秒

レーザーパルス対の相対位相をアト秒

精度で安定化させた通称アト秒位相変

調器というものです。これは世界唯一

の実験装置であり、これを使えば必ず

何か面白い新しいことが起きると確信

し助教へ応募しました。助教面接の当

日、東京品川駅で乗るべき新幹線ひか

りに乗り遅れ、大慌てでのぞみに飛び

乗り名古屋回りでギリギリ面接時間に

間に合ったというハプニングがありま

したが、運良く助教として採用されま

した。

そこからは苦難の始まりでした。私

の研究テーマは、それまで独立に発展

してきた超高速化学技術と極低温冷却

原子技術の融合というものでした。前

者は文字通りフェムト秒やアト秒と

いった超高速光技術を駆使したパルス

レーザーの実験であり、後者は原子サ

ンプルをレーザー冷却しその熱運動を

極限まで抑えたミリ秒～秒スケールの

連続波レーザーの実験です。使われて

いる実験装置・技術がまるで違います。

目を閉じれば様々な苦難が思い出され

ますが、それはさておき、生じた問題

点を逐一解決し、漸く2015年4月に

1個目の論文を投稿することができま

した。出版されるまでにはさらに時間

がかかり、2016年11月となりました。

2008年に着任し、1個目の論文を出版

するまでに8年かかりました。この間、

辛抱強くご指導いただいた大森先生に

感謝いたします。この論文の反響は大

きなものであり、私個人として受けた

招待講演は14回に昇り、今の職を得ら

れたのもこの論文一本のお陰です。朝

のNHKニュースにも取り上げられまし

た。

分子研大森グループで過ごした10年

間のお陰で、もう何処へ行っても大丈

夫という自信がつきました。また、分

子研において自分の専門以外の数多く

の先生方・同僚に出会えたことは今後

の研究人生において大きな財産です。

最後に、この10年間お世話になった大

森先生および大森グループのメンバー、

分子研の先生方・職員の皆さまに感謝

いたします。

たけい・のぶゆき／ 2000年東京大学理学部物理学科卒、2005年東京大学大学院工学系研究科博士
課程修了、博士（工学）。博士研究員を経て、2008年9月より分子科学研究所・光分子科学研究領域
（大森グループ）助教。2018 年9月より京都大学大学院理学研究科、特定准教授（現職）。

京都大学大学院理学研究科物理学・宇宙物理学専攻　特定准教授
（前　光分子科学研究領域　助教）武井 宣幸

分子研での思い出



24 分子研レターズ 79　March  2019

It has almost been one year and a half since I started 

working at the Institute for Molecular Science (IMS) in 

April of 2017 as an assistant professor in the group of Prof. 

Akihito Ishizaki in the Department of Theoretical and 

Computational Molecular Science. Before moving to IMS, 

I had spent a total of 9 years studying at the University of 

Tokyo and 3 years working as a postdoctoral researcher at 

RIKEN, a national institute of research near Tokyo. Since 

I studied theoretical physics during my doctoral course as 

well as in my postdoc, I had actually not been so familiar 

with the world of molecules, which is the main research 

theme of IMS. However, with the help of Prof. Ishizaki 

and other members of the group, I have learned a lot about 

molecular science and readily started to do new research 

on molecular systems. In particular, I have successfully 

proposed novel ways to control the quantum dynamics of 

molecular systems by using fundamental physics princi-

ples. I really appreciate the freedom of thinking within the 

group, which might have been the seed of many ideas that 

later led to my research results.

Besides my work at IMS, I have also been able to have 

valuable experiences in my new life at Okazaki and Nagoya 

areas in Aichi prefecture. This description may not be nec-

essary. Because of my wife’s workplace, we decided to live 

at a place in between Okazaki and Nagoya. Compared to 

Tokyo where I had stayed for almost all time before mov-

ing to IMS, Okazaki and Nagoya are much more tranquil, 

which help me concentrate better on my research. The place 

I am living, Arimatsu, is a nice area which is famous for 

Japanese old buildings and fabric dyeing craft. My daily 

commute from home to the workplace also becomes much 

more comfortable than before as I no longer have to worry 

about extremely crowded trains as in Tokyo. In the week-

end, we sometimes go sightseeing as public transportation 

in the Nagoya area is quite convenient. In particular, my 

wife likes Okazaki park and Okazaki castle very much, 

especially in the autumn where we can see the beautiful 

color changing leaves. We hope that we will continue to 

have unforgettable memories during our stay here at IMS. 

外国人研究職員の印象記

Assist. Prof. Nguyen Thanh Phuc

My first year at IMS

Department of Theoretical andComputational 
Molecular Science
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分子科学研究所一般公開2018

第117回・第118回分子科学フォーラム開催報告

3年に一度の大イベント、分子科学研究所一般公開を2018年10月20

日（土）に開催しました。今回は「分子の謎解き大迷宮～君は分子研を脱

出できるか？！～」をテーマとし、分子研の各施設や研究室の公開、研究

紹介、実験体験、クイズ大会（分子研王選手権）、市民公開講座等を行い

ました。最前線で日々奮闘する分子研の研究者が直接、研究の現場と最新

の成果を市民の皆様に紹介する絶好の機会です。事前の積極的な広報活動

が功を奏し（チラシが非常に有効でした）、今回はこれまでにない多数の

皆様（市民公開講座のみの参加者を除き3,878名）にご参加頂きました。

今回の一般公開では、これまでにない初めての試みをいくつか行いま

した。まず、以前は各研究グループ単位で行っていた研究紹介、実験体

験のブースを領域ごとに整理し、「理論計算の部屋」、「光の部屋」、「物質・

エネルギーの部屋」、「生命の部屋」の4つとしました。また、岡崎高校

スーパーサイエンス部の生徒の皆さんが取り組んでいる研究の成果を発

表して頂きました。岡崎高校の皆さんには、今回初めて開催したクイズ

大会の当日運営にも協力して頂きました。さらに岡崎市役所の協力のも

と、岡崎グッズ売り場の出店、およびペーパークラフトの提供を行って

頂きました。前回に続き、オカザえもんも駆けつけて盛り上げてくれま

した。これまでにない、市民参加型の一般公開になったと思います。

市民公開講座では、家戸敬太郎先生（近畿大学水産研究所教授）をお招きしご講演頂きました。「海を耕す！近大

マグロの完全養殖と最新の育種研究・ゲノム編集」というタイトルで、ハマチの網生簀（あみいけす）養殖技術の

開発からクロマグロの完全養殖に至るまでの研究の歴史、50年以上かけて品種改良した成長の早いマダイ、最新の

ゲノム編集技術を用いて作られたマッスルマダイについて、大変わかりやすく解説して頂きました。参加者からの

質問も非常に活発で、予定時間を30分近く超過した白熱した講演会となりました。

今回の一般公開で私は、実行委員長を務めさせて頂きました。当日はずっと本部に詰めていたため、大盛況ぶり

を肌で実感できなかったのが少し残念でしたが、大きなトラブルもなく無事に終えることができ大変嬉しく思いま

す。事前の準備や当日の運営にご協力頂いた皆様、企画、運営に携って頂いた実行委員会メンバーの皆様に心より

感謝申し上げます。他方、参加者の皆様、運営側の皆様からのアンケートでは、より改善すべき課題もいくつかご

指摘頂きました。皆様に一般公開をさらに楽しんで頂けるよう、次の実行委員会にきっちりと申し送りをさせて頂

きます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一般公開実行委員長　飯野 亮太　記）

2018年7月6日に行われた第117回分子科学フォーラムでは、産業技術総合研究所 創薬分子プロファイリング研

究センター センター長としてご活躍の夏目徹先生を講師としてお招きし「ロボットと人工知能で拓く サイエンスの

未来」と題してご講演いただきました。

ライフサイエンスは近年最も進展の著しい注目の分野です。しかしその実験は、研究者個人の職人芸的技量が問

われるもので、それが災いし優秀な若手研究者ほど実験操作に時間を取られキャリアパスが閉ざされてしまう傾向があ

アウトリーチ活動1

アウトリーチ活動2
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るようです。夏目先生はこの問題を重く見て、実験の自動化に乗り出しました。

しかし、従来型の産業用ロボットでは能率が悪く実用になりません。膨大な研

究開発および検証を経て、ついに、繊細な人の両手と同じ動きで人の使う実験

器具をそのまま扱うことが可能なロボット「LabDroid まほろ」が開発されま

した。「まほろ」の両手を巧みに使った流れるような動きは、まさに人が実験

をしているようです。実験精度や再現性は既に人の領域を超えており、単なる

省力化に留まらない、新しい科学研究戦略の始まりを感じました。ご講演には

生命科学の実験技術の詳細など高度な内容も含まれていましたが、先生の熱い

思いは会場の隅々まで伝わり、質疑もたいへん盛り上がりました。このご講演

から、ロボットや人工知能と共存する私たちのこれからの社会のありかたにつ

いて、貴重な示唆が得られたと思います。後日、夏目先生を特集したテレビ番

組が放映されましたが、分子科学フォーラムにおけるご講演の様子もご活躍の

ワンシーンとして取り上げられました。

2018年10月20日の分子研一般公開と同時開催された分子科学フォーラム

特別版では、近畿大学教授　家戸敬太郎先生を講師としてお招きし「海を耕す！

近大マグロの完全養殖と最新の育種研究・ゲノム編集」と題して、種々のメディ

アで話題の「近大マグロ」をはじめとする近畿大学水産研究所の養殖研究の歴史と現在、そして日本と世界の養殖漁業の

展望についてお話いただきました。

養殖魚は普段の食卓になくてはならないものですが、養殖の歴史や技術については一般的にあまり知られていない

ように思います。基本的な養殖漁業は古くから行われていたようですが、現代の養殖は日々進歩する先端技術でした。

ご講演では、日本の養殖漁業を切り拓き先導し続ける水産研究所の歴史をご紹介いただきました。広大な海に生活す

る大きな魚を人工的環境で育てるためには様々な工夫が必要で、その開発に大変な試行錯誤が行われていました。そ

の集大成とも言える、30年以上の歳月をかけて完成させたクロマグロの完全養殖技術が、私たちの食生活を安定で豊

かなものしていることが実感できました。また、先端的なゲノム編集技術を用いて筋肉を増やした「マッスルマダイ」

の開発についても分かりやすく説明していただきました。

普段の生活と密接に関わる「お魚」の話でした。ご来場の方々も、これからは魚を食べるときに、今までと少し違った

気持ちを抱かれるのではないでしょうか。当日は、分子研一般公開、分子科学フォーラムともに、たいへん多くの方々に

いらしていただきました。ありがとうございました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広報担当　記）

職場体験の受入
分子科学研究所では岡崎市の中学校の職場体験を受け入れています。例年、技術課が対応し施設の業務を体験して

いただいていましたが、今年度から研究室も受け入れることにしました。体験入学の感想を下記に記載します。受入

一覧はP.50に記載しています。ご協力頂いた研究室の皆様ありがとうございました。

・研究者というのは人の役に立つ仕事もあれば自分が興味をしめしたことをどこまでも追い続け、自分が満足するま

でつきとめる仕事につく方々がいました。そんな方々を見ていると、自分が何をやりたいかという迷いと同時にはや

くみんなで研究がしたいという思いがこみ上げてきました。

・科学者はもちろん理科の勉強はがんばらないければいけないけど、その他にも論文を書くための国語力や留学生と

の会話や論文を英語になおす英語力が必要だという事を知り心に残っています。

（広報担当　記）

アウトリーチ活動3

第117回講演者の夏目徹センター長

第118回講演者の家戸敬太郎教授
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2018年8月16日着任

2016年に金沢大学自然科学研究科にて博士（理学）を取

得後、（株）生体分子計測研究所に就職し高速原子間力顕微

鏡（高速AFM）の研究・開発を行ってきました。2018年8

月より加藤晃一グループで特任助教として活動しております。

着任後も高速AFMの多機能化に向けた開発と生体試料への

応用に取り組んでいます。至らない点も多々あるとは思いま

すが、何卒宜しくお願い致します。

渡　辺　大　輝
わたなべ・ひろき
生命・錯体分子科学研究領域
生体分子機能研究部門　特任助教

東京大学大学院工学系研究科にて博士課程修了の後、同技

術補佐員を経て、5月より統合バイオ加藤グループに加わり

ました。これまで専攻してきた有機化学・錯体化学を礎に、

心機一転、新しいサイエンスへ挑んでいこうと思っています。

研究分野においても駆け出しの、名実ともに新人ですが、

どうぞよろしくお願いいたします。

生命・錯体分子科学研究領域
生体分子機能研究部門　助教

BHARTI, Vineet

I did Ph.D. from IIT Roorkee, India in 2014 . After my 
doctorate, I worked as a Post-Doctoral Fellow for four years at 
IISc, Bangalore, India and Research Fellow for short-term at 
NUS, Singapore. I recently joined Prof. Kenji Ohmori's group 
at IMS as a Post-Doctoral Fellow. Here, I am working with 
ultracold Rydberg gas experiments to investigate many-body 
dynamics by ultrafast coherent control. Joining Prof. Ohmori's 
group provides me a wonderful opportunity to experience the 
cutting edge research and I feel that it will help me signifi cantly 
in my long term career. 

光分子科学研究領域
光分子科学第二研究部門　研究員

2018年10月1日着任

2018年9月1日着任

2018年9月より機器センターにおいて、大学連携研究設

備ネットワークマネージャー（特任研究員）としてお世話に

なっています。それ以前は、民間企業で技術開発に携わって

参りました。日々のマネージャー業務を進める上では、もし

ドラ（もし高校野球の女子マネージャーがドラッカーの「マ

ネジメント」を読んだら：岩崎夏海原作）を座右の書として

います。今後ともよろしくお願い致します。

石　山　　　修 
機器センター
特任研究員

2018年11月1日着任

東京大学大学院工学系研究科にて博士課程修了の後、同技

術補佐員を経て、5月より統合バイオ加藤グループに加わり

ました。これまで専攻してきた有機化学・錯体化学を礎に、

心機一転、新しいサイエンスへ挑んでいこうと思っています。

研究分野においても駆け出しの、名実ともに新人ですが、

どうぞよろしくお願いいたします。

生命・錯体分子科学研究領域
生体分子機能研究部門　助教

竹　入　史　隆 

2018年11月より小林グループの助教としてお世話になっ

ております。ヒドリドを含む無機固体においてイオン導電体

や超伝導体を探しています。これまで一貫して物質探索に取

り組んできましたが、ほとんどの場合、当初の狙いとは違う

ものに巡り会ってきました。分子研でも予想外の物質・現象

との出会いを大事にしたいと思います。皆様のお力添えをよ

ろしくお願いします。

物質分子科学研究領域
分子機能研究部門　助教

東京大学大学院工学系研究科にて博士課程修了の後、同技

術補佐員を経て、5月より統合バイオ加藤グループに加わり

ました。これまで専攻してきた有機化学・錯体化学を礎に、

心機一転、新しいサイエンスへ挑んでいこうと思っています。

研究分野においても駆け出しの、名実ともに新人ですが、

どうぞよろしくお願いいたします。

生命・錯体分子科学研究領域
生体分子機能研究部門　助教

木　村　和　典

4月に特任専門員として着任後、国立大学法人等職員採

用試験を経て10月より係員としてお世話になっております。

主に電子工作を担当する部署ではありますが、電気・電子回

路以外にも測定機器制御用マイコンのプログラミングや筐体

の設計・加工など、業務は多分野に亘ります。

まだまだ未熟な身ではありますが、皆様のお役に立てるよ

う励んで参ります。よろしくお願いいたします。

技術課　電子機器開発技術班
電子機器開発技術係　係員

2018年10月1日着任

きむら・かずのり たけいり・ふみたか

2018年10月1日着任

京都大学大学院理学研究科物理学・宇宙物理学専攻博士課

程修了後、 同大学大学院、メリーランド大学カレッジパーク

校、アメリカ国立標準技術研究所、科学技術振興機構さきが

けでの研究活動を経て、平成30年10月より大森グループ助

教として着任しました。これまでの冷却中性原子を用いた研

究の経験を生かしながら、着任を機に新しいことにチャレン

ジしていきたいと思っています。どうぞよろしくお願いいた

します。

素　川　靖　司
光分子科学研究領域
光分子科学第二研究部門　助教

新人自己紹介
NEW STAFF

いしやま・おさむ

すがわ・せいじ
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2018年11月1日着任

2018年11月より斉藤グループの事務支援員としてお世

話になっております。ご縁あって日々研究に励んでいらっ

しゃる先生方を間近でサポートできることをとても嬉しく

思っております。至らない点ばかりですが、まわりの方々の

温かいご支援に助けられ、日々充実した気持ちで取り組ませ

て頂いております。自分自身も成長していけるよう精進して

いこうと思います。どうぞ宜しくお願い致します。

千　葉　史朱香
理論・計算分子科学研究領域
理論分子科学第一研究部門　事務支援員

ちば・ふみか

覧古考新16 1999年

三年前の秋頃、博士課程を途中でほっぽり出し、めでたく分子研に就職することができましたが、噂通りの忙し
い研究所で、表題のファクター 3が如実に分子研を物語っていました。毎日どこかでやってる研究会やセミナー、滞
在している外国人研究者の数、土日も無視してしまう程の仕事量など、「何もかもが他の研究機関の3倍程度違うで」
と毎日思っていました。物議を醸し出さない方がいいのですが、予算やポジションの流動性そして論文の数もファク
ター 3近く違うのではないかと勝手に思っておりました。要するに何に関しても、3倍多く、3倍早く、3倍高く、あ
たかもオリンピックの標語以上の実体を見てしまったわけです。良いにつけ悪いにつけ密度の濃い研究生活と雑用生
活を送ったので、相応の見返りのあった三年間でした。そんな様々な長所短所の中でも、横のつながりの良さには驚
きました。私の在籍した理論研究系は複数のグループから成っておりますが、他のグループとの横の壁が無く、いつ
でもどこでも研究談義が自由に行われておりました。この環境が優れた仕事を生み出す一つの原因になっているのは
間違い無いでしょう。私自身、他グルーブから多くのアドバイスを頂き、更には実験グループとの共同研究もさせて
いただきました。当然ながら面倒臭いことや辟易する雑用も多々ありましたが、そんな時も横のつながりの良さを遺
憾なく発揮して、宴会の場で発散しました。公私共にこんなにも自由な雰囲気はなかなか得難いと今でも思っていま
す。

分子研レターズ  No.40「分子研を去るにあたり：とても濃い分子研（ファクター３の違い）」 （1999年）
信定 克幸（北海道大学助手）

新人自己紹介
NEW STAFF
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１. はじめに
固体に可視光を照射したとき固体の

電子相が一変する現象“光誘起相転移”

は、近年盛んに研究されている。そ

の対象として注目されている物質群に、

強相関系がある。強相関系とは、電子

間に強いクーロン反発が働く物質の総

称であり、遷移金属化合物やある種の

有機分子性結晶がそれに属する。この

強相関系では、光照射によって生じた

電子励起や光キャリアが、強い電子間

相互作用を通して周囲の電子系を変化

させることにより高速の光誘起相転移

が起こる。最近のこの分野のトピック

スの一つは、励起にテラヘルツ光を使

う研究である。ここで言うテラヘルツ

光とは、中心周波数が約1 THz、光子

エネルギーが約4 meVのほぼモノサイ

クルの電磁場パルス（図1(a)）を指す。

特に、電場振幅が100 kV/cmを遥かに

越える高強度のテラヘルツパルスの発

生が可能となり、それを使って固体の

電子状態を制御しようという試みが盛

んに行われている [1]。本稿では、この

ようなテラヘルツ電場パルスを用いた

固体の電子相制御について、有機分子

性結晶の絶縁体―金属転移の研究を紹

介する [2]。

２. テラヘルツ電場パルスによるモット
絶縁体－金属転移
図1(b)は、各原子の軌道に電子が一

ついる状態の模式図である。このとき

各原子軌道からなるバンドはhalf-filled

であり、系は金属になるはずである。

しかし、電子間に強いクーロン反発が

働く場合には、電子がお互いを避け合

うように各原子に局在してエネルギー

ギャップ∆ Mottが生じ絶縁体となる（図

1(b,c)左）。これは、モット絶縁体と

呼ばれる。ここに光を照射すると、電

子の二重占有状態であるダブロンと電

子の無い状態であるホロンが生成する

が（図1(b)中央）、それによって電子の

秩序が乱れて局在していた電子が一斉

に動き出し金属となることがある（図

1(b)右）。これが光誘起モット絶縁体－

金属転移であり、高温超伝導体の母物

質である銅酸化物や有機分子性結晶で

見出されている [3-5]。

電場パルスによって、絶縁体－金属

転移を起こすことは可能だろうか。モッ

ト絶縁体に強電場を印加すると、バン

ドが空間的に傾き（図1(c)中央）、量子

トンネル過程によってダブロン―ホロ

ン対の生成が起こると予想される。こ

れは、バンド絶縁体のZenerトンネリ

ングと同様の現象であるが、モット絶

縁体ではダブロン－ホロン生成をきっ

かけとして電子系の遍歴性が復活し

ギャップが閉じて金属化することが期

待できる（図1(c)右）。キャリア生成に

必要な電場は、∆ Mottが大きい程大きく、

∆ Mott～ 1.5 eVの銅酸化物では9 MV/

cmと見積もられている。この研究を計

画した当時、筆者らが発生できるテラ

ヘルツパルスの最大電場は400 kV/cm

であったため、ナローギャップのモッ

ト絶縁体を探す必要が生じた。筆者は、

分子研の山本浩史教授グループが行っ

た有機モット絶縁体の基板の選択によ

るギャップの精密制御の研究に以前か

ら興味を持っていたことから、目的に

合致する試料の作製を山本教授に依頼

する形で共同研究が開始された。

対象は、 -(ET)2Cu[N(CN)2]Br (ET: 

bis (ethylenedithio) tetrathiafulvalene)と

いう物質である。この物質は、ET分子

が二次元的に配列し伝導層を形成する

（図2(a,b)）。ET分子のダイマーが基本

単位であるが、このダイマーはプラス

テラヘルツ電場パルスで起こす
超高速絶縁体－金属転移共同利用研究ハイライト

岡本 博 東京大学大学院新領域創成科学研究科物質系専攻　教授

図1 (a) テラヘルツパルスの電場波形とそれを励起に使った過渡吸収分光の概念図。   
       (b) 光や電場で誘起されるモット絶縁体―金属転移。
       (c) 電場誘起モット絶縁体―金属転移におけるバンド構造の変化。

共同利用・共同研究
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図2  (a) ET分子。(b) 二次元伝導面における分子配列。(c) モット絶縁体（黒線：ODI）と金属（桃色線：
ODM）の吸収（光学密度：OD）スペクトル。(d)テラヘルツパルス励起による吸収変化ΔOD。
遅延時間は0.7 ps。緑色線は、金属とモット絶縁体の差分吸収スペクトル。

一価であり、図1(b,c)と同様な二次元

系が形成されると考えてよい。この物

質のバルク結晶は低温で金属になるが、

平板状の単結晶をダイヤモンド基板に

貼り付けて低温にすると、結晶が基板

から負圧を受けることによりモット絶

縁体になる。モットギャップ∆ Mottの大

きさは30 meVであり非常に小さい。そ

こで、この系にテラヘルツ電場パルス

を照射したときの吸収変化を測定した。

図2(d)は電場パルス（振幅180 kV/cm）

による吸収変化であるが、その形状は

金属と絶縁体との差分スペクトル（緑

線）に一致しており、電場によって金

属化したことがわかる。この金属状態

は数ピコ秒後には、元の絶縁体に戻る。

更に、吸収変化の時間依存性を詳細に

解析したところ、絶縁体が金属に変化

する際の時定数が0.13 psであること

がわかった。この0.13 psは電子系が

再構成される時間であるから、ダイマー

間のトランスファーエネルギーと関連

づけるのが自然である。この種の物質

のトランスファーエネルギーは50 meV

程度であるが、これは時間に換算する

と0.1 psのオーダーであり上で見積も

られた時定数と良く対応する。すなわ

ち、量子トンネル過程によるキャリア

生成の後、約0.1 psの時間でギャップ

が崩壊し金属化が起きると考えること

ができる。

３．おわりに
本稿では、電場で誘起される超高速

のモット絶縁体―金属転移を紹介した。

筆者らは、現在、固体の電子状態制御

のためのテラヘルツパルスや中赤外パ

ルスの発生とそれを使った分光計測に

注力している。ごく最近には、テラヘ

ルツ電場を2 MV/cm以上に増強するこ

とが可能となり、0.7 eV程度のギャッ

プを持つモット絶縁体でも電場誘起金

属化を引き起こせることを確認した。

テラヘルツや中赤外領域の電場パルス

による相制御は、エネルギー損失が少

ないため、消費電力の小さい高速光ス

イッチングデバイスの開発に繋がる可

能性がある。今後、同様な手法が様々

な物質に適用され、新しい電場誘起相

転移の開拓とその機構解明が進むもの

と期待される。

物質の新規光機能性開拓は、ものづ

くり（物質開発）と先端分光計測が両

輪となってはじめて可能となる。ここ

で紹介した研究も、分子研の山本浩史

教授、須田理行助教の物質制御技術に

支えられて実現できたものである。こ

の場を借りて両氏に感謝する。なお、

本研究の分光計測は、筆者の研究室の

山川大路博士、宮本辰也助教が中心と

なって行ったものである。

[1] T. Miyamoto et al., J. Phys. B: At. Mol. Opt. Phys. 51 , 162001 (2018).

[2] H. Yamakawa et al., Nature Mater. 16 , 1100 (2017).

[3] H. Okamoto et al., Phys. Rev. Lett. 98 , 037401 (2007). 

[4] H. Okamoto et al., Phys. Rev. B 83 , 125102 (2011).

[5] T. Miyamoto et al., Nature Commun. 9 , 3948 (2018). 
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１. はじめに
古くより中毒性ガスとして認知され

てきた一酸化炭素（CO）は、近年の研

究で動物細胞における情報伝達物質と

して働き、細胞機能の維持に関わるこ

とが明らかになってきた。この知見は

さらに医学へも応用され、敗血症など

生体の重篤な炎症作用の抑制剤として

COを利用する「CO医療」が提唱され

ている [1]。CO医療は現在、動物実験に

よる非臨床段階にあり、COは肺への挿

管による直接導入が一般的である。し

かし、医療技術としての普及を目指す

にあたっては、中毒性ガスの利用や患

者への負担の大きい挿管は避ける必要

があり、取り扱いが容易で、患者への

投与後、体内でCOを放出可能な物質

（CO Releasing Material, CORM）の開

発が必須と言われている。いわゆる薬

理学的な動態プロファイル（生体への

吸収，分布，代謝，排泄）を考慮すれば、

CORMには以下の性質が求められる。

i) 体液に類似した水性溶媒に対する溶

解性と溶存状態での安定性が高いこと

ii) CO放出後の残留錯体（残留金属イオ

ン、配位子）の代謝、排出が容易であ

ること

iii) 何らかの刺激により、目的の組織、

タイミングでCOを放出できること

金属カルボニル錯体はその有力な候

補であり、これまでにも様々なCO放出

錯体が報告されている。我々は、上記のi, 

ii)に対応するため、生体元素である鉄

を中心金属に有する水溶性錯体に焦点

を絞り、iii)への対応として、生体組織

に対する透過性と非侵襲性に優れた近

赤外光（波長：700–900 nm）の吸収

によってCO放出可能な錯体の合成に

取り組んできた。今回、CO検出が可能

な鉄錯体含有タンパク質に詳しい生命

創成探究センター青野教授との共同研

究により、可視から近赤外（400–800 

nm）領域の光に応答して、CO放出可

能な錯体 nir-[Fe-CO]が得られたので紹

介する [2, 3]。

2．近赤外光応答性を示す鉄(Ⅲ)‐カ
ルボニル錯体
合成したnir-[Fe-CO]は、ホスファイ

ト P(OCH2CH3)3とN,C,S–三座ピン

サー型配位子を有する鉄（Ⅲ）－カル

ボニル錯体（図1a）である。この錯体

は、波長400–800 nmにおいて、光量

子収率3 ~ 0.7%でCO放出が可能であ

る（図2）。これ以前の光応答性鉄錯体

では、CO放出可能な光の最長波長が

470nmと報告されており、nir-[Fe-CO]

は300 nm超長波長化し、初めて近赤外

光領域に到達したことになる。ホスファ

イト配位子をホスフィンP(CH3)3に変

更すると錯体の光応答性は400–450 

nmの範囲に短波長化し、近赤外光応

答性が消失した （図3）。同じ結果は電

子供与能や配位子円錐角の異なる他の

ホスフィン配位子でも再現され、ホス

ファイト配位子が近赤外光応答性に重

要であることが窺える。そこで、nir-

[Fe-CO]とnir-[Fe-CO]のホスファイト

配位子をP(CH3)3に置換した vis-[Fe-

CO]を比較し、nir-[Fe-CO]による近

赤外光応答のしくみについて考察した。

nir-[Fe-CO]と vis-[Fe-CO]は、ともに

700–1000 nm付近に強い吸収帯を有

する。時間依存DFT計算では、この吸

収が平面配位子から中心鉄へのLMCT

であり、CO解離に無関係であることが

示唆された。一方、近赤外光励起によ

るCO解離は、このLMCTに重なる弱

いd–d遷移（図1b）によることが予想

された。このd–d遷移は、nir, vis-[Fe-

CO]の鉄イオンが三価であるために許

容であり、鉄二価を利用する従来の鉄

カルボニルCORMでは禁制である。し

近赤外光応答性一酸化炭素放出物質の開発共同利用研究ハイライト

中島 洋 大阪市立大学大学院理学研究科物質分子系専攻　教授

図1 a) nir-[Fe-CO] (trans-[Fe(PyBPT)(CO){P(OCH2CH3)}2], PyDBT=3'-(2''-pyridyl)-1,1'-biphenyl-2-
thiol)の構造。b) nir-[Fe-CO]の結晶構造をもとに時間依存DFT計算より得られたフロンティア軌
道周辺の模式図。dyz‐dxy遷移が近赤外光励起によるCO解離を誘起すると予測される。TD-DFT 
calc.: Gaussian03 program package, uB3LYP, 6-311+G(d,p). 
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3.

nir vis

図2 左図 ) nir-[Fe-CO]の紫外可視吸収スペクトル（実線）といくつかの波長でのCO解離の光量子収率
（●）。右図 ) 量子収率を計測した波長および800nmにおけるCO放出速度の比較。800nmの光照射
により、nir-[Fe-CO]は、より短波長の光の場合と同程度CO放出能を示す。

図3  vis-[Fe-CO]の紫外可視吸収スペクトル（実線）と
       いくつかの波長でのCO解離の光量子収率（●）。

表1. nir-[Fe-CO]とvis-[Fe-CO]の比較

たがってこの遷移がnir-[Fe-CO]による

近赤外光応答性の主因と考えられるが、

vis-[Fe-CO]との間に振動子強度に差は

なく、何故、近赤外光に対する応答性

がnir-[Fe-CO]のみなのか説明できな

い。そこで両錯体の鉄―カルボニル結

合に関する分光学的性状および分子構

造を比較した（表1）。詳細は割愛する

が、これらのデータからnir-[Fe-CO]で

は、中心鉄三価イオンからホスファイ

ト配位子への逆供与が強く、vis-[Fe-

CO]に比べて、カルボニル配位子に対

する逆供与が低下していることが分

かる。その結果、nir-[Fe-CO]のFe-CO

結合は、vis-[Fe-CO]よりも長く、開裂

しやすい。この開裂しやすいFe-CO結

合が、LMCTと重なり励起効率の悪い

d–d遷移にも感受性を示すため、vis-

[Fe-CO]では生じない近赤外光による

CO解離が可能となったと考えられる。

3. おわりに
筆者の研究室は、160m2に実験設備

と13名の学生の居住スペースが混在す

る。分子研研究者とのディスカッショ

ンに加え、広いスペースや豊富な機材

を利用させていただけることは非常に

有難く、共同研究のメリットを強く実

感する次第である。

[1] R. Motterlini et al., Nat. Rev. Drug Discov., 9 , 728 (2010).

[2] T. Nakae et al., Dalton Trans. 45 , 16153 (2016).

[3] T. Nakae et al., Inorg. Chem., 57 , 8615 (2018).
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Hematite (-Fe2O3) is regarded as a 

promising material for a water splitting 

photoanode with a visible light harvest 

band, owing to its low cost, earth-abundance, 

and environment-friendliness. The band 

gap of hematite is about 2 .2 eV, which 

is favorable for efficient harvesting of 

the solar photons. With this band gap, 

the solar-energy-to-hydrogen conversion 

efficiency of hematite is theoretically 

estimated to be 16 %. However, a number 

of obstacles such as the short hole 

diffusion length, rapid electron-hole 

recombination, and slumbrous oxygen 

evolution kinetics, make the reported 

efficiency values much lower than the 

theoreical value. Surface modification 

is the most common strategy to improve 

the charge transport and electron-hole 

separation of hematite photoanode. It 

is believed that doping with another 

element which can act as electron donor 

improves the electron transport and thus 

enhances the photocatalytic current. The 

incorporation of plasmonic nanoparticles 

which can capture additional visible 

light may also increase the photocurrent 

density. Alternatively, surface defect 

passivation with a thin oxide overlayer is 

a promising way to achieve the effective 

water splitting, because, with such a 

process, the surface defect states and 

the lattice strain can be suppressed. 

Furthermore, it has been proposed that the 

unique features that is provided by one-

dimensional core/shell heterostructure 

in hematite nanorods can effectively 

extract the photogenerated hole from the 

hematite core region to surface area. The 

charge redistribution near the nanoscaled 

interfacial region is of great importance 

for this effect. The charge redistribution 

is resulted from the interfacial electronic 

structure reconstruction between the 

hematite core and coating oxide layer 

through the p-d orbital hybridization. 

Herein, the interfacial electronic structure 

is investigated by using two different 

surface-modifi ed hematite nanorod arrays 

(Fe2O3 nanorods coated with a HfOx thin 

layer and those decorated with HfOx 

nanoparticles will be denoted as FH/L 

and FH/N, respectively, hereafter) which 

were prepared by hydrothermal synthesis 

and atomic layer deposition. Synchrotron 

x-ray absorption spectroscopy (XAS) is 

a chemical-state-sensitive and element-

selective measurement and is becoming 

an emerging tool to determine active 

sites of energy-conversion materials that 

show the photon-driven fundamental 

physical/chemical properties. XAS 

results recorded in UVSOR show that 

the unoccupied Fe 3d energy levels of 

the two surface-engineered hematites are 

decreased compared with that of bare 

Eff ect of interfacial electronic structure on 
the photocatalytic activity共同利用研究ハイライト

Chung-Li Dong and Way-Faung Pong
Department of Physics, Tamkang University

Figure 1 STXM spectra of two kinds of nanorods around O K-edge and Fe L-edge.
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one, suggesting the charge redistribution 

between core and surface regions of 

nanorods. This is further confirmed 

by investigation of the spectrum of Hf 

5d unoccupied density of states. It is 

suggested that the interfacial region that is 

constructed by HfOx and Fe2O3, forming 

a Fe-O-Hf channel, is beneficial for the 

charge transport. Then two kinds of the 

nanorods are compared. There are more 

electrons migrated to Fe site in FH/L than 

in FH/N, which is simply attributable to 

larger surface contact.      

To reveal the effect of the interfacial 

electronic structure on the photocatalytic 

activity, XAS measurements in the dark 

and under light illuminated condition 

were performed. The analytic results 

show that the photogenerated electrons 

a r e  e x c i t e d  t o  F e  3 d u n o c c u p i e d 

states in both of surface-engineered 

nanorods. Upon closer inspection of 

spectral evolution under visible light 

irradiation, it is suggested that there are 

more photogenerated electrons in FH/

N compared with FN/L. Although XAS 

is element-selective and chemical-state-

sensitive, no spatial information could 

be obtained. Scanning transmission x-ray 

microscopy (STXM) is of great advantage, 

providing chemical information with 

spatial element distribution. Figure 1 

presents STXM results measured with 

O K-edge and Fe L-edge of FH/L and 

FH/N, recorded at BL 4 U, UVSOR. 

STXM spectra were extracted from 

three different regions (R-1 (yellow), 

R- 2 (green) and R- 3 (red)) that are 

associated with surface area to core 

region of the sample. O K-edge has two 

peaks associated with hybridization 

of Fe 3 d(t2 g)-O 2 p (low energy) and 

Fe 3d(eg)-O 2p orbitals (high energy), 

reflecting the amount of unoccupied Fe 

3 d states. Overall spectral evolution 

is that the ratio of 3d(t2g)-O 2p to Fe 

3d(eg)-O 2p states is decreased from core 

to surface for both of surface-engineered 

nanorods, suggesting the hybridized 

3d(t2g)-O 2p orbital gains charges in 

surface area, providing the complementary 

information from XAS. This significant 

charge transfer is correlated with Hf-O-

Fe bond that is formed in the interfacial 

region (surface region R-1). Notably, the 

Fe 3d(eg)-O 2p state at surface region 

(R-1) of FH/N is remarkably less than 

that of FH/L, indicating nanoparticles-

decorated surface gains even more 

charges. This also suggests that the charge 

transfer at surface oxygen site comes 

not only from Hf, but also from the Fe 

site in the core region, presented in the 

right panel of Figure 1 . The enriched 

electron density in the core region of 

FH/L could repel the photogenerated 

electron that is excited to the conduction 

band, and then lowering the photocurrent 

density. The analytical results further 

indicate that the interface formed in FH/

N results in retarding the rapid electron-

hole recombination, and in allowing the 

effi  cient hole diff usion to surface area of 

hematite nanorod. 
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properties of condensed matters. Specifically, 
he is involved with using synchrotron XAS, 
XES, XEOL, RIXS, XMCD, SPEM, and STXM to 
study the semiconducting and magnetic alloys, 
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図　Cu2O/γ -Al2O3触媒によるNO-CO反応のエネルギーダイアグラム

分子科学研究所および計算科学研究

センターの計算機施設の共同利用と江

原グループとの共同研究により、環境

浄化触媒の反応メカニズムの理論的解

明を行うことができたので、その成果

を紹介する。ガソリンエンジン自動車

にはその排気ガス中に含まれる環境汚

染物質を化学反応により除去するため、

三元触媒と呼ばれる装置が搭載されて

いる。三元触媒は、窒素酸化物、一酸

化炭素及び短鎖炭化水素を酸化還元反

応により窒素分子、二酸化炭素及び水

分子に変換し、その反応は

　2NO + 2CO + C3H6 + (9/2)O2 →

 　  N2 + 5CO2 + 3H2O　　        　（1）

とモデル化される。三元触媒の活性サ

イトは、ロジウム、パラジウム及び白

金で構成されているが、これらの元素

は希少かつ資源が偏在しており、これ

ら希少元素を汎用元素で代替する事が

求められている。新しい触媒系を開発

するには、反応の詳細なメカニズムを

知る事が必要であり、そのために我々

は電子状態計算を行っている。

代替材料の候補のひとつとして、我々

は銅系の触媒に注目している。反応（1）

ではNO分子を還元分解する段階に困

難を伴うが、銅はNO還元に対して比

較的高い活性を示す事が知られている。

また、三元触媒で使われているロジウ

ムのNO還元活性は、共存する酸素分

圧に極めて敏感であり、酸素過剰条件

（いわゆるリーンバーン条件）では還元

活性を示さなくなるのだが、銅系触媒

は、酸素過剰条件でもNO還元活性が

維持されるという利点を持つ。このよ

うな銅系触媒によるNO還元反応メカ

ニズムをNO-CO反応をモデル反応とし

て、量子化学計算により解明した。計

算には、ガンマアルミナにCu2O一ユ

ニットを担持したクラスターモデルを

用い、密度汎関数法により反応経路に

沿った安定構造と遷移状態を決定した。

反応経路に沿ったエネルギー変化

を図に示す。この銅－アルミナ系では、

ロジウム触媒で見られるNOの解離吸

着は、解離の活性化障壁が非常に大き

い上に解離生成物が不安定である大き

な吸熱反応として計算された。そのた

め、この系ではロジウム触媒とは異な

る反応経路でNO還元が進行すると考

えた。検討の結果、はじめの反応はNO

の二量化であった。二量化反応は、1つ

のCuサイトに2分子のNOが吸着した

dinitrosyl型の構造から進行することが

分かった。生成した二量体cis-ONNOは、

触媒表面でN-end吸着からO-end吸着

に容易に回転できる。O-endで吸着す

ると、O-N結合が活性化され、一方の

O-N結合の解離が起こり中間体N2O

を生成する。Cu2O活性点は酸化され

Cu2O2となる。

生成したN2Oは、再度Cu2Oサイト

ガンマアルミナに高分散担持された酸化銅触媒による
一酸化窒素－一酸化炭素反応メカニズムの解明共同利用研究ハイライト

福田 良一 京都大学学際融合教育研究推進センター　特定准教授　



36 分子研レターズ 79　March  2019

にO-endで吸着する。吸着すると触媒

からN2Oへ電子移動が起こりO-N結合

が活性化さる。結果、22.7 kcal mol-1

の活性化エネルギーでON結合解離が

起こりN2分子を生成する（dual-site 

process）。一方で、先に酸化された

活性点Cu2O2サイトも、同様にN2O

をO-endで吸着し、20.7 kcal mol-1の

活性化エネルギーでON結合解離が起

こりN2分子を生成する（single-site 

process）。本反応では、このN2O分

解が律速段階である。副生成物として

N2Oが比較的多く生成する事が、こ

の銅－アルミナ触媒系の特徴である

が、この計算結果は実験結果と一致す

る。アルミナ担体からの電子移動が触

媒活性の要因であるため、Cu2O及び

Cu2O2のどちらのサイトでも同程度の

触媒活性が得られる事が明らかになっ

た。このように、金属－担体相互作用

と金属－担体界面の効果が明らかと

なった点は、本共同研究の大きな成果

である。

触媒上に残った原子状酸素がCOを

酸化し、触媒サイクルが完結する。こ

の系ではCOは低い活性化エネルギー

（3.6̶4.5 kcal mol-1）で容易に酸化

される事が分かった。酸素共存下で

NO-CO反応はO2-CO反応と競合する。

つまり酸素分子がCOを酸化してしまい

NOが酸化剤として働かなくなる。この

触媒の活性点はアルミナ上に高分散担

持されたCuであるが、高分散のCu種

はO2の解離吸着による被毒が起こりに

くく、これが酸素共存下でもNO-CO反

応が進行する要因であると結論づけた。

最後に、共同研究者各位、関係者の

皆様にお礼申し上げます。分子科学研

究所および関連の共同利用施設は、活

発に共同研究を行っており望ましい事

ですが、その窓口が複数あり多分に冗

長性を含んでいるように感じます。研

究所の関係者の方々の無駄な作業が増

えているのではないかと心配していま

す。研究活動に専念できる環境である

事を望んでおります。

R. Fukuda, S. Sakai, N. Takagi, M. Matsui, M. Ehara, S. Hosokawa, T. Tanaka, S. Sakaki, Catal. Sci. Technol. 8 , 3833 (2018).
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覧古考新17 2002年

分子研に着任することが決まったとき、いろいろな人から分子研はオソロシイところだと聞かされた。プレッシャー
のきついところ、とも言われた。そのあとに、がんばってね、と続くわけなのだけれど、どうも気が減入ってしかた
がなかった。

…………
結局、楽しく元気にやること、これだけを強く心に決めて分子研に着任した。いろいろ研究テーマも考えたが、そ
れらの多くは進めているうちに変わってしまったので、この決心だけが分子研にいた期間ずっと一貫していたことだ
と思う。一度そう心に決めて始めてしまうと、分子研は実にいごこちのよい楽しいところであった。

…………
落ち着いて見回すと分子研はすごいところで、年かさの大先生から若い学生までいろいろなタイプの「ひとかどの
人」が目白押しである。もちろんすべての人が自分の好みと合うやり方をしていたわけではないが、それでも自分に
はないものを持っている人ばかりなので、へ～すげえ、と単純に感心し、いろんなことをたくさん学んだ。またとき
どき、一見偉そうな意見にも実はあまり裏付けがなかったりすることもわかって、これまた妙に感心した。目利きと
いうのは恐ろしいもので、良いものをたくさんみていると、良いものが見分けられるようになる。悲劇的なことはそ
うやって高くなった目で自分を見直すことで、しばしばそれをやってきわめて苦しい思いをした。鍛えられたと思う。

分子研レターズ  No.46「分子研を去るにあたり：元気」 （2002年）
田原 太平（理化学研究所主任研究員）
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Googleで「分子研　現在」と検索

すると上から2番目に「所長あいさつ」

のページが出てきます。そのページを

開くと、川合先生の言葉がこのように

始まります。

「分子は物質の基本構成単位であり、

物質の示す性質や機能を担う根源です。

物質の機能を深く知り、これを高度に

利用するためには、原子・分子レベル

で物質を理解すること（中略）が不可

欠です。」

「分子を見る」ことは、分子レベルで

物質を理解する上でのスタート地点で

す。「分子を見る」ことは100年以上に

わたって多くの科学者たちの夢であり、

歴代のノーベル賞の受賞理由に構造解

析法が多く並んでいることもその重要

さを物語っています。彼らの努力と功

績により、核磁気共鳴や質量分析など

の構造解析法が生まれ、飛躍的に発展・

普及し、「分子を見る」というかつての

夢は、今や化学系の研究室のルーティ

ンワークとなりました。しかし、これ

らの手法を用いて分子の構造を知る

ためにはスペクトルの解釈を必要とし、

時に誤った構造に至ることすらありま

す。微量の天然物の構造決定など、未

だに様々な分野において構造解析が研

究のボトルネックとなっています。

種々の構造解析法の中でも、単結晶X

線構造解析は、3次元の電子密度分布の

情報が得られる、すなわち、「分子の立

体構造をそのまま見られる」という点

で非常に強力であり、絶対構造を決定

できる事実上唯一の方法です。しかし、

単結晶X線構造解析では、その名の通り、

分子・原子が周期的に配列した「単結晶」

試料が必要であるという最大の制約が

あります。単結晶の作製は多くの困難

を伴い、その過程は「職人芸」と評さ

れることすらあります。また、油状物

質や液晶のような単結晶を得られない

物質には、そもそもこの手法を適用す

ることができませんでした。

2013年に藤田誠卓越教授（特別研究

部門・東京大学教授）らが報告した「結

晶スポンジ法」は、試料の結晶化が必

須という単結晶X線構造解析の最大の

弱点を克服した、「試料の結晶化が不要

の結晶構造解析」です。本手法ではま

ず、有機配位子と金属塩との自己集合

を利用して、周期的な細孔を有する錯

体の結晶（結晶スポンジ）を用意しま

す。これを試料の溶液に浸すと、試料

が結晶スポンジの細孔の中へと取り込

まれ、規則的に配列します。そのため、

細孔内に取り込まれた試料の構造を、X

線回折を用いて明らかにできます。

実際に本手法を用いて、そのままで

は結晶化できなかった数多くの試料の

構造解析に成功しています。結晶スポ

ンジ1粒に取り込まれる量（数十ナノ

グラム～マイクログラム）の試料があ

れば構造解析が可能なため、貴重な天

然物試料のような微量構造解析にも適

しています。さらに、キラルな試料が

細孔内に取り込まれると、結晶スポン

ジの骨格が対称心を持たない構造へと

変化します。このとき、結晶スポンジ

自体に含まれる重原子由来の大きな異

常分散を利用して、絶対構造の解析が

可能です。

当機器センターでは、2017年度末よ

り東京大学藤田研究室から結晶スポン

ジ法の技術移転を進め、2018年10月

にナノテクノロジー・プラットフォー

ム「結晶スポンジ法を用いた分子構造

解析」を始めました。単結晶X線回折

装置3台を中心に、結晶スポンジ法に

必要な機器・設備を完備しております。

未発表データながら、既に2桁の数の

試料の構造解析に成功しました。2018

年度は試運転期間として大学・官公庁

の方々の利用に限っていましたが、本

稿執筆時点（2018年末）で既に30件

にも上るお問い合わせを頂いておりま

す。嬉しい悲鳴とはまさにこのことで、

大変恐縮ながら、全てをお受けするこ

とは難しい状況であります（2019年度

より民間企業も含め本格的にオープン

する予定です）。ありがたいことに、生

物学・医学など、これまで結晶スポン

ジ法と関わりが無かった分野の方々か

らもお問い合わせを頂いており、結晶

スポンジ法がこれらの分野を切り拓く

強力なツールとなるよう、研究を進め

てまいります。

歴史が語るように、構造解析法の発

展の後には、しばしば新しい分野の創

出が伴います。結晶スポンジ法の真の

強みは、新たな分子の構造を明らかに

できることではなく、この手法を通し

て新たな科学の領域が拓かれうるとい

うことだと思います。冒頭に引用させ

ていただいた川合先生の言葉は、こう

結ばれます。

「分子科学研究所は、学術研究の基本

を踏まえ、科学分野を先導する研究を

推進し、新しい科学領域を拓く挑戦を

続けていきます。」

ナノテクノロジー・プラットフォー

ナノテクノロジー・プラットフォーム
「結晶スポンジ法を用いた分子構造解析」施設だより

機器センター　足立 精宏
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ムを通して結晶スポンジ法を、より

広く、より深く昇華させ、いつの日か、

ここ分子研が「結晶スポンジ法」のメッ

カとなれればと思っております。100

年の歴史を持つ結晶学の限界を超えて

「分子を見た」先に、新しい科学領域の

誕生を見ることができるか、その問い

に挑戦してまいります。皆様のご利用

をお待ちしております。どうぞよろし

くお願いいたします。

図1　結晶スポンジ法の概念図。

共同利用研究の実施状況（採択件数）について

種　　別 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度
（11月30日現在）

課題研究 1 2 1 2 2 1 2

協力研究 123 64 64 62 82 73 44

特別協力研究 * － 167 224 253 318 361 173

協力研究（ナノプラット） － 51 63 64 80 69 59

分子研研究会 10 10 6 11 6 10 9

若手研究活動支援 1 1 2 1 1 2 1

岡崎コンファレンス 1 1 1 1 3 0 1

計 136 296 361 394 492 516 289

*平成２５年度以降、集計開始。平成３０年度分は未集計。

共同研究専門委員会よりお知らせ

共同研究専門委員会では、分子科学研究所が公募している課題研究、協力研究、分子研研究会、若手研究会、および岡崎コンファ

レンスの申請課題の審査を行っています。それぞれの公募の詳細については分子研ホームページ（https://www.ims.ac.jp/guide/）

を参照いただき、積極的な応募をお願いしたいと思います。

共同研究の現状について、平成24年度から平成30年度（11月30日現在）までの採択数の推移をまとめたものを下記に示し

ました。分子科学研究所は、文部科学省「ナノテクノロジープラットフォーム」事業における「分子・物質合成プラットフォーム」

の実施機関となっており、通常の協力研究に加え、本事業における協力研究も実施しています。また、下表にある「特別協力研究」

とは、共同利用研究の予算ではなく、自前の予算を使用して実施された共同研究です。萌芽的な段階における共同研究や、来所

を伴わない共同研究などがこれにあたります。特別協力研究により共同研究の芽を見出すことができれば、是非、積極的に「協

力研究」や「課題研究」に応募いただきたいと思います。

共同利用・共同研究に関わる各種お知らせ

共同利用・共同研究
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開 催 日 時 研 究 会 名 提 案 代 表 者 参加人数
平成 30年 6月 29日～ 30日 有機デバイスを用いた量子状態制御の新展開 賀川　史敬（東京大学大学院工学系研究科） 22名

平成 30年 7月 8日～ 11日 
Fronteir Bioorganization Forum 2018 （日韓台生命分子科
学セミナー）

加藤　晃一（分子科学研究所／生命創成探
究センター） 74名

平成 30年 10月 28日 第 1回ヒドリドイオニクス研究会 小林　玄器（分子科学研究所） 61名

平成 30年 11月 30日～ 12月 1日 生物無機化学シンポジウム 2018 荘司　長三（名古屋大学大学院理学研究科） 53名

分子研研究会

運営会議よりお知らせ

分子科学研究所では、広く分子科学分野コミュニティに開かれた運営のため、所長の下に、所内11名、所外10名の委員から

なる運営会議が設置されています。所外委員は、関連学会（分子科学会、日本化学会、日本物理学会、錯体化学会、日本放射光

学会、日本生物物理学会）から推薦を受けた委員による学会等連絡会議において選考されます。所外委員には1期2年の任期で

原則2期4年をお願いしており、平成30年度は以下のとおり半数が交代になりました。

運営会議では、研究教育職員の人事および共同利用・共同研究等の研究所を運営する上で重要な事項を審議しております。ま

た、運営会議は、自然科学研究機構・機関長選考委員会（所長選考委員会）からの依頼を受け、次期所長候補者の選考も行います。

人事および共同利用・共同研究等の審議のため、運営会議の下に人事選考部会と共同研究専門委員会が置かれております。運営

会議委員により構成される人事選考部会（所内および所外各5名の合計10名）で審議・決定された事項は運営会議での決定事

項であり、改めて審議する必要がありません。一方、運営会議委員以外も委員となりうる共同研究専門委員会（所内5名、所外

6名の合計11名）での審議事項については、従来、運営会議においても全て審議しておりました。しかし、迅速かつ効率的な

運用を図るため、共同利用研究の採否はメールによる審議・承認へと平成30年度に変更されました。平成30年度の運営会議長、

人事選考部会長、共同研究専門委員長については、所内教授の斉藤（新規）、秋山（新規）、青野（継続）が務めております。また、

運営会議所外委員の米田教授には運営会議副議長をお願いしております。

　平成30年度～平成33年度運営会議　所外委員（新規）　*印は人事選考部会委員（以下同様）  

　　　*鹿野田一司　東京大学大学院工学系研究科 教授

  　　　袖岡　幹子　理化学研究所袖岡有機合成化学研究室 主任研究員

  　　　谷村　吉隆　京都大学大学院理学研究科 教授

　　　*中井　浩巳　早稲田大学理工学術院 教授

  　　　藤井　正明　東京工業大学科学技術創成研究院 教授

　　平成28年度～平成31年度運営会議　所外委員（2期目）  
　　　*有賀　哲也　京都大学大学院理学研究科 教授・副学長

  　　　米田　忠弘　東北大学多元物質科学研究所 教授

  　　　高原　　淳　九州大学先導物質科学研究所 教授

　　　*西原　　寛　東京大学大学院理学系研究科 教授

　　　*山口　茂弘　名古屋大学トランスフォーマティブ生命分子研究所 教授

以下は退任された運営会議所外委員の方々です。これまでの多大なご支援，ご協力に感謝いたします。今後ともよろしくお願

いいたします。 

　　平成26年度～平成29年度運営会議　所外委員  
  　　　大西　　洋　神戸大学大学院理学研究科 教授

  　　　鈴木　啓介　東京工業大学大学院理工学研究科 教授

  　　　高田　彰二　京都大学大学院理学研究科 教授

　　　*田原　太平　理化学研究所 主任研究員

　　　*森　　初果　東京大学物性研究所 教授
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運営に関わって

大西　洋
神戸大学
教授

共同研究専門委員を2017年度まで3

年間担当しました。主な業務は共同利

用研究・分子研研究会・岡崎コンファ

レンス・若手研究活動支援への申請を

審査することです。大学共同利用機関

法人である自然科学研究機構の一翼を

になう分子科学研究所には、毎年たく

さんの申請が全国から寄せられます。

これらの申請書類に接していると「共

同研究が盛んになった」という感慨を

まず覚えます。

筆者が教員になりたての1990年代

には、測定対象となる物質の合成と計

測評価、場合によっては計測評価装置

の開発までを一つの研究室がカバーす

ることがめずらしくありませんでした。

四半世紀を経た今日では、研究テーマ

ごとにエキスパートを糾合した機関横

断チームを編成することが、分野横断

活動かつ研究資源の高効率運用として

推奨されています。科学研究費の基盤

研究をみても複数PIが機関をまたいで

協働する課題が増えています。国家横

断チームの編成を支援する新種目（国

際共同研究加速基金）が設けられても

います。大学共同利用機関でなくとも

機関横断研究があたりまえになりつつ

ある時代に、大学共同利用機関ならで

はの共同利用研究をどのようにプロ

モートしていくか？　これは分子科学

研究所にとって大切な課題であるとい

えましょう。

研究資金の配分では「研究者が必要

最低限の研究ができる環境を整え、個

別研究が大きく発展するチャンスがあ

れば競争的研究費を機動的に投入す

る」デュアルサポートが基本です。こ

れにならって考えてみます。最先端の

研究設備と研究支援能力を共有するナ

ノテクノロジープラットフォーム事業

は、必要最低限の研究ができる環境を

全国の研究者に提供する活動にあたる

と思います。たとえば筆者が所属する

大学には開放利用できる電界放射型走

査電子顕微鏡（FE-SEM）がありません。

新しく合成した光触媒微粒子を10 nm

分解能で観察したければ他所へ借りに

行くか、受託分析サービスを有償発注

しなければなりません。中小規模の研

究機関が自力で整備できない高性能の

汎用装置をビジターに提供することが

プラットフォーム事業に期待されてい

ます。

提供する側の苦心は（1）良好に動作

する状態に装置を保つメンテナンス（2）

初心者講習の充実（3）装置の陳腐化対

応でしょうか。購入した時には最先端

の装置であっても、3年後には後継機種

がリリースされ、5年で制御PCのOS

が更新されてゆく状況のもとで陳腐化

を避けるとしたら、買い取りよりもリー

スが有効かもしれません。装置メーカー

は岡崎にショウルームを開設するつも

りで格安リースを提供し、分子科学研

究所は十分な技量でユーザー対応でき

る人員と設置場所を提供する双方持ち

寄りによる開放機器整備です。プラッ

トフォーム事業は企業研究者もユー

ザー利用できるしくみなので、装置メー

カーは学界・産業界を問わず潜在顧客

の開拓というメリットを期待できます。

分子科学研究所は、調達経費を抑制し

つつも、最先端研究設備と研究支援能

力を全国の研究者に提供できます。

さて、このように工夫した開放利用

から新しい研究が芽生え、大きく発展

するチャンスをつかんだとします。チャ

ンスに恵まれた研究を機動的に支援

し、一緒に育てていくために共同利用

研究を活用してほしいと思います。チャ

ンスに恵まれた研究であるなら、競争

的研究費による経費支援が得られるこ

とを前提とした制度設計が望ましいで

しょう。研究資金は自分たちが調達す

るとして、分子科学研究所が何を支援

し提供することが求められているで

しょうか。所長・元所長をはじめとし

てオーラを放つシニア研究者に研究相

談する機会を提供するのはどうでしょ

う。読者のみなさんによいアイデアは

ありませんか？　

分子科学分野の研究者なら誰もが

知っている分子科学研究所ではあって

も、共同利用研究の申込みを待ってい

るだけではなくて、これぞと思うネ

タを所外へ探しに行く技術営業活動が

あってもよいでしょう。分子科学にこ

れまで縁のなかった人たちにも分子科

学研究所を活用してもらいたいもので

す。

分子科学コミュニティだより

おおにし・ひろし／ 
東京大学から神奈川科学技術アカデミーを経て神戸大学が3つ目の勤務先で
す。2017年度から3年間の予定で日本学術振興会の学術システム研究センター
専門研究員（英語職名はprogram officerで俄然かっこよく響きます）を有給
兼務しています。月給が増えたのはうれしいですが、忙しくなってしまいました。

共同利用研究におけるデュアルサポート
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分子研では3年に一度、一般公開を

行っています。例年の来場者数は千数

百人ですが、3年前の一般公開 2015

は 2500人、今年の一般公開 2018は

4000人近くの方が来場してくださいま

した。

何故増えているの？と疑問をお持ちの

方もいらっしゃるようですので、ここで

広報の観点から来場者が増加した要因に

ついてご報告させていただきます。

1．ポスター配布先の見直し
私が初めて一般公開のポスターや

webサイトを作ったのが2006年、企画

段階から携わるようになったのは2009

年あたりでしょうか。まだその時はこ

なすことが精一杯で来場者数を気にし

た記憶はありません。次の2012年の

一般公開が、企画だけでなく広報活動

のことまで考えるきっかけになりまし

た。鈴井技術課長（当時）と企画を行

い、この企画内容なら多くの方々に楽

しんでいただけると思っていたのです

が、蓋を開けてみると、その年の一般

公開の来場者数は1000名少々……。天

気も悪く、インフルエンザが猛威を振

るい学級閉鎖にもなっていたのです

が、企画は気合いが入っていましたの

で、何故？という疑問だけが残りまし

た。ご協力いただいた多くの方々に申

し訳ない気持ちでいっぱいでした。そ

して、多くの方々に来ていただきたい

とはじめて強く思いました。

そこで、次の2015年の一般公開では

岡崎市民に人気のあるオカザえもんを

呼ぶことから考えました。オカザえも

んに出演依頼をしたところ快く引き受

けて下さいました。そして、オカザえ

もんなら子供もよく知っているはず！

との思いから、オカザえもんを載せた

チラシを岡崎市内の小中学生全生徒に

配布することを検討しました。問題は

予算と配布手段でしたが、予算は特色1

色刷りにし大きさもA5サイズにして何

とか押さえました。配布は岡崎市の教

育委員会に相談したところ、教育委員

会を通じて各学校全生徒に配布してい

ただけることになりました。その数な

んと35000枚！また、2012年の一般

公開ではやめてしまった折り込みチラ

シも復活させたので合計で130000枚

ほどのチラシを配布することになりま

した。これらの効果により2015年は2.5

倍の2500名まで増えたのです（図1）。

ここまで来場者が増加した要因とし

て、アンケート結果では、チラシを見

てきた方がかなり増加しています（図

2）。子供達一人一人の手にチラシが届

き、家に持ち帰り保護者が見る、これ

が重要であるように思います。一般公

開直前に行った岡崎市内の小中学生が

集まる展示では「あっ、このチラシ見

ましたよー」「行きたいと思っています」

一般公開の宣伝活動と
来場者数について

原田 美幸学術支援班

大学で土木工学を専攻。建設コンサルタントに勤務後、平成16年より分子科学研究所
技術課に広報担当として採用、現在に至る。

分子研技術課
分子研技術課

図1　来場者数とチラシ配布数
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等保護者の方からもかなりのお声をい

ただきました。親子でチラシを共有し

ていただいたことはとても大きな要因

だと思います。

今年の一般公開2018でも小中学生

全生徒にA5サイズのチラシを配布し、

A4サイズのチラシは前回の約2倍配布

したところ、4000名近くの方が来て下

さいました。多くても3000名かなあと

思っていたので、この人数はかなりの

想定外でした。チラシの配布増加分に

比べ、来場者数が爆発的に増えた背景

には、研究所に興味を持って下さって

いる方が潜在的にかなりいて、さらに

前回来て下さった方が「楽しかったよ」

と伝えてくださった可能性もかなりあ

ると思っています。

また、毎回一般公開では特別講演会

も同時開催していますが、こちらも

2015年ははやぶさ、2018年は近大

マグロと認知度が高い内容だったた

め、展示会等でチラシを配布する際に

「おっ、近大マグロの話が聞けるの？」

等かなり多くの方に反応を頂きました。

認知度が高い講演会をポスターに掲載

することで更に興味を持っていただけ

ることを改めて確認出来ました。分子

研が年4回（2008年までは年6回）開

催している市民公開講座もチラシの配

布数の増加とともに、来場者数は確実

に増えています（当初は100枚弱でし

たが今は3500枚前後配布しています）。

そして常連の方も確実に増えています。

やはり内容の話題性や広報活動により、

来場者数は増えるのではないかと感じ

ています。配布部数の増加とコストは

いつも悩みでしたが、ネット印刷に切

り替えることで、配布部数が増えても

費用は削減できるようになり、新たな

配布先も躊躇なく開拓が出来るように

なりました。

2．ポスターデザインの見直し
一般公開のポスターは、毎回テーマ

を決めてからデザインを決めています。

前々回の2012年のテーマは「行こう！

分子探しへの旅へ」でした。小中学生

にも来て欲しかったので、子供をよぶ

ためにはアニメキャラクターが良いの

ではないか？と思い、広報室長に提案

しました。例えばハウジングセンター

のチラシは、アニメキャラクターが必

ずと言っていいほど掲載されています。

大島康裕広報室長（当時）に了承を得

たので、テーマにそってアニメのワン

ピース風のデザインにしました（図3）。

ところが……、研究所の施設の写真は

一枚も掲載しなかったため、研究所の

ポスターであることがわかってもらえ

ず「あれって、研究所だったの？」と

言われる始末でした。

そこで2015年版では、ポスターに

UVSOR等の施設写真、岡崎市の人気

キャラクターオカザえもんを掲載、さ

らに小中学生向けのチラシにはオカザ

えもんを大きく配置しました。これが

大ヒット！　子供から大人までチラシ

に興味を持っていただけ、オカザえも

んに関する問い合わせも多く頂きまし

た。2018年も同様に施設の写真とオカ

ザえもんを掲載しました。今年は小中

学生向けのチラシをフルカラーにした

ため、小中学生への効果は更に高かっ

たと思われます。もちろん最終的には

子供たちにも分子科学に興味を持って

もらいたい訳ですが、気にとめてもら

う契機として、オカザえもんの威力は

絶大です。

図2　一般公開を知った媒体（複数回答 ）

分子研技術課
分子研技術課
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3．岡崎市との連携
岡崎市と自然科学研究機構は2016

年に連携協定を結びました。連携協定

以前から、小中学校や市民講座への講

師の派遣など交流を行っていましたが、

今回は岡崎市から一般公開で何か連携

出来ないかと申し出をいただきました。

前回、岡崎市に広報でいくつかお願い

事をしましたが、最終的にあまり連携

が上手くいかなかったので、大変嬉し

い提案でした。

一緒に何が出来るか、打ち合わせを

する度にトントン拍子で決まり、まず

は岡崎市発行の広報誌「市政だより」

（市内ほぼ全世帯に配布）に川合所長と

岡崎市教育委員長の対談特集を組んで

いただきました。また、記者へ売り込

みが出来るPRタイムという岡崎市主催

の記者会見で市役所の方と一緒に一般

公開を宣伝し、数社の新聞に一般公開

の告知記事を掲載していただきました。

当日は、岡崎市観光協会がキッチンカー

を出店して下さり、軽食やデザート等

来場者に楽しんでいただくことが出来

ました（売り上げも想像以上で出展し

たお店にも大変喜んでいただけました）。

岡崎市との連携で展開した新たな広

報活動は、今年の一般公開の来場者数

の増加に少なからず寄与していると思

いますし、分子科学研究所という名が

市民にさらに広く知られたのではない

かと思います。

4．今後の課題
広報としては、市民の方々に興味を

持っていただけることが大変有り難く、

今後も来場者数を増やしていきたい気持

ちは強くあり、また、研究所を一般向け

に説明していくのは責務だと思っていま

す。来場者数を増やすためには岡崎市内

にチラシを多数配布、学生には一人一枚

配布すると効果が高いことがわかりまし

た。しかしながら、スペースとスタッフ

には限界がありますので、どこまで対応

すべきか検討する段階に来ています。今

年も想定以上の来場者数で、長蛇の列に

なったり、満足に見て頂くことが出来な

かったり……。せっかく来ていただいた

なら、楽しんで帰っていただきたいと思

いますし、スタッフの皆様は前回に続き

大変な一日になったと思います。また、

来場者数が増えるほど事故防止の対策を

しっかり取らなければなりません。

来場者数増加で考えなければいけな

い問題は多くなりますが、アンケート

結果では、「楽しかった！」のお声も多

く頂きました。企画班や設営班等と協

力し、次回は来場者もスタッフも満足

度がさらに上がる一般公開となるよう

努めていきたいと思います。

最後になりますが、広報活動にご協力

いただいた所内外の多くの皆様、当日多

くの来場者に対応してくださった職員の

皆様に心よりお礼を申し上げます。

図3　一般公開ポスター

2015年 2018年2012年

上：ポスター（A2とA4サイズ）
下：小中学生に配布したA5サイズ

のチラシ

大盛況だったキッチンカー。



大学院教育

44 分子研レターズ 79　March  2019

2018年9月3～ 5日の日程でタイの

VISTEC（Vidyasirimedhi Institute of 

Science and Technology）を訪問し、

学術交流協定とダブルディグリープロ

グラム（DDP）協定を締結してきたの

で報告する。VISTECは2015年に設立

された非常に新しい研究所であり、研

究所に併設した大学院大学を運営する

ことによってタイ中から学生を集めて

いるという意味で総研大と非常に似た

構造を有している。ただし設立はPTT

と言うタイの石油公社によるもので、

その台所事情は原油価格にも左右され

るようである。とはいえ、VISTECの

学生は他のタイの大学院生が受け取る

奨学金に比べると常に倍額の援助を受

けており、そのため優れた大学院生が

タイ中から受験してくるという。また

タイ王室からの支援も得ているという

ことで、その敷地面積はおよそ百万平

方メートルとのことである。設立時の

PTT総裁だったPailin Chuchottaworn

氏は東工大の出身で、設立の経緯は東

工大のインタビュー記事（https://www.

titech.ac.jp/outreach/community/alumni_

pailin.html）に載っているので興味の

ある方は参照されたい。所長のJumras 

LIMTRAKUL教授は以前Mahidol大学

に勤めていた計算化学の研究者であ

り、分子研の江原教授とは永

らく共同研究等を通じて親

交があったものである。近

年、筆者もVISTECのVinich 

PROMARAK教授とタイの会

議で知り合いになり、学生留

学を通じた共同研究を展開して

いる。VISTECの学生は半年～ 1年の留

学費を奨学金の一部として持っている

ケースが多く、このような学生サポー

トシステムは国際共同研究推進には非

常に有効である。今回はこのような共

同研究体制を江原グループ・山本グルー

プ以外にも拡げるべく、学術交流協定

の覚書（MoU）締結を行った。

9月5日の調印式はVISTECで年1回開

催される国際ワークショップのオープニ

ングとして執り行われた。総研大からは

長谷川学長、VISTEC側はLIMTRAKUL

学長がサインを行い、筆者とPROMARAK

教授が証人としてのサインを行った。

先方はまだ始まったばかりの研究所で

あるが、すでに京大 iCeMSや上海大

学とも協定を締結しており、非常に手

慣れた印象であった。なお、調印式に

は総研大本部の眞山講師と分子研の吉

岡助教（当時）も参加した。出席予定

だった飯野教授は折からの台風で飛行

機が欠航となり、参加出来なかったが、

意中の共同研究先があるとのことなの

で、今回のMoUに基づいて交流をさら

に進めて頂けたらと思う。さて今回の

協定締結で、今までと異なる点が二つ

あるので、それも記しておきたい。ひ

とつはDDP制度である。これは上に

述べたような留学生に対して追加のイ

ンセンティブを与えるもので、総研大

とVISTEC双方の学位を取得出来るよ

うにする制度である。これまで総研大

や自然科学研究機構の中期計画におい

て、複数学位制度の整備を進めるとい

う目標があったが、分子研二専攻とし

て明文化された協定の締結はこれが初

めてである。VISTECで実績が積めれば、

現在試行段階にあるチュラロンコン大

学などでも同様の制度を開始出来る可

能性があるので、これから機会を捉え

て宣伝していきたい。もうひとつ、今

回から始まったこととして、葉山本部

のURAが積極的に関与して頂いたこと

を挙げたい。特にDDP覚書のたたき台

は内川助教が作成し、具体的な運用面

などの調整は5月に行われた事前打合

せ、今回の調印式ともに眞山講師に担

当頂いた。このような作業はこれまで

主に担当教員が個人で担当していた場

合が多かったが、このようにURAに支

援して頂けると非常に助かるという印

象である。この場を借りて、URAのお

二人には謝意を表したいと思う。

以上、簡単ではあるがVISTECとの

学術交流協定締結の報告としたい。

VISTECには早稲田大学から移籍した

小川誠教授も居り、様々な形での協力

関係構築が可能と思われる。興味のあ

る方は直接でも、あるいは筆者を通し

てでも構わないので、先方の研究者と

ぜひ交流を進めて頂きたい。

（山本 浩史　記）

大学院教育

VISTECとの学術交流協定締結

総研大ニュース

調印式の様子

VISTECの共通機器類（600MHz-NMR）の
説明を受ける長谷川学長。
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この度、2018年9月から約3ヶ月間、

マサチューセッツ工科大学（MIT）の

Swager研究室に留学させていただきま

した。MITはアメリカ東海岸マサチュー

セッツ州ボストンの郊外に位置してお

り、すぐ近くのハーバード大学と双璧

をなす全米屈指の名門校です。私は予

てから材料化学を学びたいと考えてお

り、どうせならその分野の権威である

Timothy M. Swager教授のもとへ行こう

と思い、留学先として選ばせていただ

きました。

Swager研究室はまさにビッグラボと

いった印象で、世界各国から集まった

40人近くの学生・ポスドク・客員研究

員で構成されています。やはり、それ

相応に研究分野も多岐に渡り、機能性

分子やポリマーの合成から、グラフェ

ン等の材料表面の化学修飾やコロイド

の作成、そしてそれらを用いたセンサー

や分割材料の開発まで一貫して行われ

ていました。留学当初はその広すぎる

知識と聞き取り困難なネイティブイン

グリッシュについていけるのかと、不

安を覚えましたが、ひと月も経てば徐々

に慣れてきました。月日を重ねるうち

に、今まで見慣れなかった図表や数式

が馴染んできて、少しばかりSwager

研究室の研究内容が理解できるように

なった頃には、その溢れんばかりのク

リエイティビティと応用の幅を感じ取

り気分が高揚しました。

研究室での生活は朝 8~9時に始ま

り、夕方の6時頃には終わるため大変

ヘルシーな生活を送ることができまし

た。ラボでの研究が終わった後に、MIT

内にあるバーに繰り出したり、月一で

開催されるビール&ピザパーティー等

に参加し、周囲とのコミュニケーショ

ンを深めました。留学中に、日本の大

学との違いについて印象に残ったこと

が二つあります。ひとつは、極めて活

発に議論が交わされることです。セミ

ナーでは発表中にも関わらず頻繁に話

を止め、ポスドク・学生といった身分

に関係なく皆が質問や意見を投げかけ

ます。このような姿勢が一流の研究を

生み出すのだと身をもって痛感させら

れました。次に、安全管理の徹底です。

デスクと実験室は完全に隔離されてお

り、どのような試薬もデスクには絶対

に持ち込むことができません。また、

実験室にいる間は常に保護メガネ、ラ

ボコート、保護手袋の着用が義務付け

られており、ドアノブごとに素手もし

くは保護手袋どちらで触れるかまで詳

細に決められておりました。これらを

守ることは当たり前のように思えます

が、確実にこなすのは案外難しいもの

です。実際に、私は何度か忘れてしま

いお叱りをいただきました。

一方で、ボストンでの私生活も存分

に楽しむことができました。私は大の

釣り好きでして、海外の魚を釣り上げ

るということが留学における第二の目

標でした。日本からモバイルロッド（釣

竿）とリール（糸巻き機）を持ち込み、

現地の釣具屋さんでルアー等その他の

装備を揃えました。アメリカで釣りを

する際にはライセンスの取得が義務付

けられており、また魚の種類によって

持ち帰ってよいサイズや数が詳細に決

められておりました。とりあえず釣具

屋の店主に聞いたオススメの釣り場を

毎週末のように通い詰めました。結果

としましては、満足のいく釣果を上げ

ることができました。アメリカ東海岸

原産のストライプドバス（和名：シマ

スズキ）を筆頭にアオスズキ、日本の

ものより見た目が凶悪なハガツオ、タ

イセイヨウサバ等が釣れました。特に、

写真を掲載している80cmオーバーのス

トライパーは忘れられないメモリアル

フィッシュとなること間違いなしです。

釣り以外にもボストンには多くのア

クティビティがありました。まず、町

歩きをしているだけで楽しいです。ボ

市位　駿
総合研究大学院大学物理化学研究科機能分子科学専攻
5年一貫制博士課程4年

COLUMN

いちい・しゅん
奈良工業高等専門学校　専攻科を卒業後、2015年総合研究大学院大学物理科学
専攻科機能分子科学専攻に入学。2017年より日本学術振興会特別研究員（DC1）。
分子科学研究所錯体触媒研究部門魚住研究室にて、超高活性ピンサー型錯体触媒の
開発に取り組んでいる。

研究三昧、釣り三昧の旅 in ボストン

筆者とストライパー（シマスズキ）@Castle Island
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ストンはアメリカで最も歴史の古い

都市の一つで、イギリス統治時代の

名残を色濃く残しています。ボストン

は2015年にGame of the Yearを受賞

した名作Fallout4の舞台にもなってお

り、実際にそれをプレイしていた私は

Fallout4に登場するロケーションを生で

見ることができて大興奮しておりまし

た。また、Fenway Parkでのレッドソッ

クスの試合観戦やワールドシリーズ優

勝パレードへの参加。ボストンの有名

な地ビールSamuel AdamsやHarpoon

のブルワリーツアー。名産品のロブス

ターやクラムチャウダーの味などたく

さんの良い経験をさせていただきまし

た。加えて、ボストンからはバスで容

易に（片道4時間、計40ドル程度）ニュー

ヨークへアクセスできるため、弾丸ツ

アーを組んだりもしました。

さらにアメリカ滞在中、現地の人々

の温かみに触れることもできました。

たった3ヶ月間の滞在にも関わらず、

特にお世話していただいたポスドクの

方が主催で、帰国直前にお別れホーム

パーティーを開いてくださいました。

食事やお酒を嗜みながらゲームを楽し

みました。Cards Against Humanityと

いう、皮肉や下ネタを含む2つの文章

を組み合わせて面白おかしくするアメ

リカで定番の人権侵害カードゲームで

圧倒的勝利を得たことはここだけの

話です。また、寄せ書きやMITグッズ、

そしてMITロゴ入りルアーをプレゼン

トしていただきました。特にこのルアー

は、先述のストライパーを釣り上げた

ものと同じ種類で、釣果を聞いていた

ポスドクの方がオーダーメイドしてく

ださったものです。頂いた際には涙が

溢れそうになりました。一生の宝物です。

アメリカでの留学は、食が合わなかっ

たり物価が高かったり、苦労すること

もたくさんありましたが、存分に研究

も釣りも楽しむことができました。留

学を考えている後輩の方々にも、素晴

らしい支援をいただける総研大のシス

テムを活用して、ぜひ海外での研究と

趣味を楽しんでいただけたらと思いま

す。

最後に、今回の滞在で大変お世話に

なりましたSwager教授及びグループ

メンバーの皆様、総研大大学院係の皆

様、留学を推薦していただいた魚住先

生、そして関わっていただいたすべて

の方に心より御礼申し上げます。 

ホームパーティでの一枚とオーダーメイドのMITロゴ入りルアー

専　　攻 氏　　名 博　士　論　文　名 付記する専攻分野 授与年月日

構造分子科学

CHOOPPAWA, 
Tianchai

Development of n-type organic semiconductors toward Mott-type Field-
eff ect-transistor investigation 理　学 H30. 9.28

LEE, Sze Koon Development of metal-complex based catalysts for electro- and photo-
chemical CO2 reduction 理　学 H30. 9.28

平成30年度9月総合研究大学院大学修了学生及び学位論文名

専　　攻 氏　　名 所　　属 研究テーマ

機能分子科学

LEE, Jihyun 物質分子科学研究領域 単一材料を用いた新原理有機太陽電池の実現

TIRUMALASETTY
PANDURANGA, 
Mahesh

光分子科学研究領域 CONSTRUCTION OF MOT FOR AN ULTRAFAST 
QUANTUM SIMULATOR

総合研究大学院大学平成30年度（9月入学）新入生紹介

大学院教育
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2018年8月7日（火）から10日

（金）までの4日間、分子科学研究所

において第15回総合研究大学院大

学（総研大）夏の体験入学が開催さ

れました。本体験入学は、他大学の

学部学生・大学院生を対象とするも

ので、各研究室での体験学習を通じ

て、特に最先端の研究に触れること

で、分子研（総研大物理科学研究科

構造分子科学専攻・機能分子科学専

攻）における研究環境や設備、大学

院教育、研究者養成、共同利用研究

などの活動を知ってもらい、分子研

や総研大に関する理解を広げてもら

うことを目的としています。

本年度も定員を超える応募を受け、

選考の結果、21名の学生（学部学

生18名、大学院修士課程学生3名）

を受け入れることになりました。選

考は、申し込み学生の総研大への関

心の高さを優先して行いました。体

験入学初日の午後から、明大寺地区

でオリエンテーションを開催し、総

研大・分子研の紹介および各実施グ

ループによる体験プログラムの紹介

を行いました。その後はUVSORと

計算科学研究センターにおいて施設

見学です。夕方からは、岡崎コンファ

レレンスセンターにおいて歓迎会を

開催し、参加学生全員に自己紹介を

兼ねて体験入学の抱負を語ってもら

いました。所内からも非常に多くの

ご参加をいただき、お陰様で100名

ほどの大盛況となりました。8日お

よび9日の2日間は各グループにお

ける体験プログラムの実施に割り当

てられ、最終日10日午前には2 日間

の体験プログラムの成果を個別に発

表いただきました。多くの質疑応答

があり、本年度も充実した体験プロ

グラムであったことが窺われました。

終了後に実施したアンケート結果

では、実験系・理論系ともに研究体

験が有意義であったとの回答が多数

を占めました。特に総研大・分子研

について「研究をするには最高の場

所」「研究設備がとにかく充実して

いる」「密な指導を受けられそう」「経

済支援、研究レベル共に文句なし」

など魅力を感じるという回答が多く

みられました。一方で、体験入学の

日程については「実施期間を長くし

て欲しい」「実験をもう少し沢山し

E V E N T  R E P O R T

2018年度担当教員
総研大物理科学研究科構造分子科学専攻　教授　石崎 章仁

夏の体験入学2018
担当教員
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E V E N T  R E P O R T

総研大「アジア冬の学校」が、平

成30年12月19日（水）分子科学研

究所明大寺地区において開催されま

した。総研大アジア冬の学校は、物

理科学研究科内の5専攻で行ってい

る研究・教育活動をアジア諸国の大

学院生及び若手研究者の育成に広く

供するために平成16年度に始まり

ました。分子研国際インターンシッ

ププログラムで受け入れているイン

ターンシップ生を中心に、海外から

の参加者2名、所内から参加者8名、

合計16名の参加がありました。　

「分子科学、新分野への挑戦」をテー

マに、江原正博教授、飯野亮太教授、

椴山儀恵准教授をお招きして、様々な

観点から分かり易く分子科学の基礎か

ら最先端までの研究が紹介されまし

た。さらに、インターンシップ生のフ

ラッシュトークによる自己紹介、総研

大生9名を加えたポスター発表が行わ

れ、各々の研究に関して活発な議論が

行われました。また、普段交流の機会

の少ない、所内教員、および学生とイ

ンターンシップ生の間で十分な交流が

なされ、大変盛況でした。

講義とポスター発表を通して、分

子科学の基礎から最先端の研究成果

まで学ぶ十分な機会が得られたと思

います。講師の先生方には深く感謝

申し上げます。また、本学校を開催

するにあたり、分子科学研究所の担

当職員の方々、秘書、学生をはじめ、

多くの方々にご協力を頂きました。

この場をお借り致しまして厚く御礼

申し上げます。

2018年度担当教員
総研大物理科学研究科機能分子科学専攻　教授　西村 勝之

総研大アジア冬の学校2018
担当教員

たかった」という意見が幾つか見ら

れましたが、同様の意見が過去の体

験入学学生からも寄せられていたこ

とを考えると、ちょうど15回の開

催を終えた今、体験入学のプログラ

ムを少し再考する機会を持っても良

いのかなという印象を抱いたのが正

直なところです。

今年度も様々な方々のお手伝い

のお陰をもちまして、滞りなく全プ

ログラムを終えることができました。

最後になりましたが、本事業にご協

力いただきました全ての先生方、関

係者の皆様方にこの場を借りまして

厚くお礼申し上げます。

大学院教育
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On 28th September 2018, I received my 

Ph.D. degree and the 1st SOKENDAI Award 

for my doctoral thesis “Development of 

metal-complex based catalysts for electro- 

and photo-chemical CO 2 reduct ion.” 

This study provides new guidelines for 

the construction of efficient artificial 

photosynthetic device to convert CO2 into 

liquid fuels and chemicals. It is my great 

honor to receive the 1st SOKENDAI Award 

and it represents a motivation for my future 

career. 

In nature, metal ions play an important 

role as the active site of enzymes in living 

organisms to catalyze various biological 

reactions for energy production, growth and 

development, and survival. I’m particularly 

interested in the application of metal 

complexes in medicinal chemistry and 

artificial photosynthesis. After completing 

my Master thesis (development of metal-

based drug for anticancer therapy) at the 

University of Malaya in 2014, I joined the 

international internship program at IMS 

(IMS-IIP) in the laboratory of Assoc. 

Prof. Shigeyuki Masaoka, exploring about 

the utilization of Ru complexes for CO2 

reduction. 

Then, I decided to further pursue my 

Ph.D. study at SOKENDAI and continued 

my work in IMS (Oct 2015 to Oct 2018). 

In my Ph.D. project, I demonstrated a new 

strategy in decreasing the overpotential 

(activation energy) of a Ru polypyridyl 

complex for electro-chemical CO2 reduction 

by the simple substitution of a pyridine with 

a phosphine ligand. I also discovered the fi rst 

example of a nonsensitized Ru mononuclear 

photocatalyst for CO2 reduction under 

visible-light irradiation, by integrating two 

crucial functions (light harvesting ability 

and catalytic center) into a single molecular 

unit. Thanks to the support from “Course-by-

Course Education Program” of SOKENDAI, 

I have spent 3 months (Jan to April 2017) 

in the laboratory of Distinguished Prof. 

Clifford P. Kubiak at the University of 

Cal i fornia , San Diego, des igning an 

ultrathin Fe porphyrin framework catalyst 

for heterogeneous electro-chemical CO2 

reduction. 

Last but not least, I would like to thank 

my supervisor Assoc. Prof. Shigeyuki 

Masaoka, Assist. Prof. Mio Kondo, and 

a l l members o f the Masaoka g roup . 

During my stay in Japan, I have learned 

a lot from the dedication and creativity of 

Japanese in conducting original and novel 

research. SOKENDAI has provided a great 

environment and excellent equipments 

for performing cutting-edge research. I 

appreciate the financial support from IMS-

SRA throughout my Ph.D. study. 

受賞者の声

Lee Sze Koon
（物理科学研究科 構造分子科学専攻 博士後期課程（3年次編入学）3年）

The 1st SOKENDAI Award, 2018

分子研の大きな特徴である“人事の流動性”について触れさせていただきます。ここに居ると、人とエネルギーが
流れる非平衡状態に身を置いているといった感じでした。この“流動性”を実感するのが、毎年1月にグループリー
ダーが次年度の研究計画を所内で発表し合うヒアリングの場です。赴任１、2年目は自分のグループのことだけで精
いっぱいでしたが、3年、4年目となると少しずつ周りが見え初め、新しく所に着任された方がこれから進めて行こう
とする研究を熱く語る姿に共感を覚え、こちらもぐいぐいとネジを巻かれる思いがしたものです。分野が異なると研
究内容の詳細までは理解できませんでしたが、私には十分に刺激的でした。これから新しく何かを始めようとする人
が、組織の中に常に一定の割合存在することは、その組織の“元気”を作る大きな要素であることがよく分かりました。
制御系のバランスを特徴づけるパラメ一夕一にPIDがありますが、これを研究所のような系に適用するなら、P （その
時点での研究の質の高さ）とI（過去からの研究実績）が高いレベルにある大学や研究所は他にもあるでしょうが、D（新
しく研究を始めようとする勢い）が常に一定のレベルにある組織は他には無いと思います。分子研の特徴はPIDのD
です。（もちろん、PとIが揃っていての話）今後ともこの世界的にも希な人的非平衡定常状態が維持されるよう望みます。

分子研レターズ  No.38「分子研を去るにあたり：分子研を卒業して」 （1998年）
鹿野田 一司（東京大学助教授）

覧古考新18 1998年
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■分子科学フォーラム

■分子研コロキウム

■職場体験・出前授業開催一覧

回 開 催 日 時 講 演 題 目 講 演 者

第 119回 平成 31年 1月 11日 分子科学フォーラム･特別編「基礎研究が拓く水素の科学」 小林 玄器（分子科学研究所 准教授）
杉本 敏樹（分子科学研究所 准教授）

第 120回 平成 31年 2月 8日 宇宙線ミューオンイメージングによるクフ王ピラミッド
の新空間の発見 森島 邦博（名古屋大学高等研究院 特任助教）

回 開 催 日 時 講 演 題 目 講 演 者

第 923回 平成 30年 9月 27日 Doping of Molecular Monolayers: The Impact of 
Potassium Atoms

Prof. Torsten Fritz （Institute of Solid State Physics, 
Friedrich Schiller Universität Jena）

第 924回 平成 30年 10月 19日 「究極のらせん高分子の創成をめざして」
"Toward the Development of Ultimate Helical Polymers" 八島 栄次（名古屋大学大学院工学研究科 教授）

第 925回 平成 30年 11月 8日 Very Strong and Confi ned Acids Enable a General 
Approach to Asymmetric Lewis Acid Catalysis

Prof. Benjamin List （Max-Planck-Institut für 
Kohlenforschung）

第 926回 平成 30年 11月 15日 The German Energy Transition in the European 
Context – Can the ambitious goals be reached?

Prof. Eberhard Umbach (Director of Academy 
Project “Energy Systems of the Future", 
University of Wuerzburg, and Karlsruhe Institute of 
Technology, Germany)

第 927回 平成 30年 11月 28日 The materials of tomorrow, today.
Prof. Alán Aspuru-Guzik （Department of 
Chemistry and Department of Computer Science, 
University of Toronto）

第 928回 平成 31年 1月 18日 Catalysis in the production of molecules and materials
Prof. Cathleen Crudden （Department of 
Chemistry, Queen's University / WPI-ITbM（名古
屋大学））

第 929回 平成 31年 2月 22日 Hybrid Classical-Quantum Simulations in the Innsbruck 
Quantum Cloud

Prof. Peter Zoller （Center for Quantum Physics, 
University of Innsbruck, and Institute for Quantum 
Optics and Quantum Information, Austrian 
Academy of Sciences, Innsbruck）

各種一覧

開 催 日 開 催 校 担 当 教 員

平成 30年 7月 3日 岡崎市立福岡中学校 栗原顕輔 特任准教授

平成 30年 10月 17日 岡崎市立常磐中学校 斉藤真司 教授

平成 30年 10月 29日  岡崎市立岩津中学校 中村敏和 准教授

平成 30年 11月 15日 岡崎市立南中学校 須田理行 助教

平成 30年 12月 5日 岡崎市立額田中学校 平本昌宏 教授

平成 30年 12月 16日 岡崎市立東海中学校 平等拓範 教授（分子科学研究所兼任）

出前授業

受 入 日 受 入 学 校 名 受 入 グ ル ー プ

平成 30年 6月 5日～ 6日 豊田市立若園中学校・豊田市立上郷中学校 UVSOR、機器センター

平成 30年 6月 12日～ 13日 岡崎市立竜海中学校 平本 G、栗原 G

平成 30年 6月 12日～ 13日  岡崎市立南中学校 計算科学研究センター、椴山 G

平成 30年 6月 18日～ 19日 岡崎市立城北中学校（A） 山本 G、藤 G

平成 30年 6月 18日～ 19日 岡崎市立城北中学校（B） 飯野 G、中村 G

平成 30年 11月 13日～ 14日 岡崎市立矢作北中学校 斉藤 G、加藤晃一 G

平成 30年 11月 15日～ 16日 岡崎市立美川中学校・岡崎市立額田中学校 正岡 G、装置開発室

職場体験
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異動年月日 氏 名 区 分 異 動 後 の 所 属・ 職 名 現（ 旧 ） の 所 属・ 職 名 備 考

■人事異動（平成30年6月2日～平成31年11月1日）

30. 8.16

30. 8.16

30. 8.31

30. 9. 1

30. 9. 1

30. 9. 1

30. 9. 1

30. 9.13

30. 9.30

30. 9.30

30. 9.20

30. 9.30

30. 9.30

30. 9.30

30. 9.30

30. 9.30

30.10. 1

30.10. 1

30.10. 1

30.10. 1

30.10. 1

30.10. 1

30.10. 1

30.10. 1

30.10. 1

30.10.23

30.10.31

30.10.31

30.11. 1

30.11. 1

採 用

併 任

辞 職

昇 任

昇 任

昇 任

採 用

辞 職

辞 職

辞 職

辞 職

辞 職

辞 職

辞 職

兼 任
終 了

兼 任
終 了

採 用

採 用

採 用

採 用

採 用

採 用

併 任

兼 任
委 嘱

兼 任
委 嘱

採 用

辞 職

辞 職

採 用

採 用

生命創成探究センター創成研究領域
特任助教

生命・錯体分子科学研究領域生体分
子機能研究部門　特任助教

京都大学大学院理学研究科　特定准
教授

技術課計算科学技術班　計算科学技
術三係長

技術課計算科学技術班　計算科学技
術一係　主任

技術課計算科学技術班　計算科学技
術三係　主任

機器センター　特任研究員

Shanxi University　

理化学研究所放射光科学研究センター
先端光源開発研究部門グループディレクター

名古屋工業大学大学院工学研究科　
准教授

（株）SanDisk　Staff  Engineer

名古屋大学工学研究科　特任准教授

技術課電子機器開発技術班電子機器
開発技術係　係員

高エネルギー加速器研究機構　物質
構造科学研究所長

名古屋大学トランスフォーマティブ
生命分子研究所　教授

光分子科学研究領域光分子科学第二
研究部門　助教

技術課電子機器開発技術班電子機器
開発技術係　係員

光分子科学研究領域光分子科学第二
研究部門　研究員

極端紫外光研究施設　技術支援員

理論・計算分子科学研究領域理論分
子科学第一研究部門　事務支援員

生命創成探究センター創成研究領域
事務支援員

生命創成探究センター極限環境生命
探査室　助教

メゾスコピック計測研究センター繊
細計測研究部門　教授（兼任）

生命・錯体分子科学研究領域生体分
子情報研究部門　准教授（兼任）

理論・計算分子科学研究領域計算分
子科学研究部門　研究員

物質分子科学研究領域分子機能研究
部門　助教

物質分子科学研究領域分子機能研究
部門　助教

理論・計算分子科学研究領域理論分
子科学第一研究部門　事務支援員

株式会社生体分子計測研究所

生命創成探究センター創成研究領域
特任助教

光分子科学研究領域光分子科学第二
研究部門　助教

技術課計算科学技術班　計算科学技
術三係　主任

技術課計算科学技術班　計算科学技
術一係　係員

技術課計算科学技術班　計算科学技
術三係　係員

光分子科学研究領域光分子科学第二
研究部門　研究員（IMSフェロー）

メゾスコピック計測研究センター繊
細計測研究部門　准教授

生命・錯体分子科学研究領域生体分
子情報研究部門　准教授

物質分子科学研究領域電子構造研究
部門　特任研究員

理論・計算分子科学研究領域理論分
子科学第一研究部門　特任研究員

技術課　特任専門員

機器センター　特任専門員

光分子科学研究領域光分子科学第三
研究部門　教授（兼任）

理論・計算分子科学研究領域理論分
子科学第一研究部門　教授（兼任）

科学技術振興機構 　さきがけ専任研
究員

技術課　特任専門員

生命創成探究センター創成研究領域
助教

理化学研究所放射光科学研究センター先端
光源開発研究部門グループディレクター

名古屋工業大学大学院工学研究科　
准教授

物質分子科学研究領域分子機能研究
部門　特任研究員

極端紫外光研究施設　技術支援員

物質分子科学研究領域分子機能研究
部門　特任研究員
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渡　辺　大　輝
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稲　垣　恵　子
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矢　木　真　穂
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ZHAO, Pei

竹　入　史　隆

鈴　木　　　勝

竹　入　史　隆

千　葉　史朱香



分子研レターズ79号をお届けいたします。今号

が皆様のお手元に届く頃には、春の陽射しに誘わ

れて桜の蕾もほころんでいるのでしょうか。年末

年始のご多忙の中ご執筆をお引き受けいただきま

した皆様に編集委員一同より厚く御礼申し上げま

す。

今号も研究会開催報告、海外研究機関との学術

交流、数多くの受賞、分子研を経由なさった先生

方のご活躍、共同研究ハイライト、アウトリーチ

活動、大学院関係イベントなど分子研における活

動状況および最新の分子科学の動向をお伝えする

ことができたのではないかと思います。分子研レ

ターズは分子科学コミュニティとの交流媒体とし

ての役割を担いますが、一般の方々に分子研の理

解を深めていただくとともに先端科学技術への関

心を高めていただくことを目的として3年に一度の

一般公開があります。2018年度は過去最多4000

人近くの来場がありましたが、今号では広報の方々

のご尽力の様子が印象的で敬服しないではいられ

ません。言うまでもなく内外の皆様に支えられて

の分子研でございます。引き続きのご支援とご協

力の程よろしくお願い申し上げます。

編集担当　石崎 章仁

編 集 後 記 分子研レターズ編集委員会よりお願い

■ご意見・ご感想

分子研レターズ編集委員会

https://www.ims.ac.jp/

FAX：0564-55-7262
E-mail：letters@ims.ac.jp

■住所変更・送付希望・
　送付停止を希望される方

本誌についてのご意見、ご感想をお待ち
しております。また、投稿記事も歓迎し
ます。下記編集委員会あるいは各編集委
員あてにお送りください。

ご希望の内容について下記編集委員会
あてにお知らせ下さい。
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